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長
　
生
　
橋
　

ち
ょ
う

せ
い

ば
し

今の長生橋は長さ８５０メートル、橋脚の
基礎深さ１２メートルの１３連式の下路式ゲル
バー鋼構橋です。その姿は当時の橋りょう
建築の粋をあつめた傑作といわれています。

▲長生橋（平成13年１月19日撮影）

長
岡
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
長
生
橋
。
十
三
連
の

独
特
の
形
状
は
、
信
濃
川
の
景
観

に
映
え
、
趣
が
あ
り
ま
す
。

長
生
橋
は
現
在
の
橋
に
な
る
ま

で
、
何
度
も
架
け
替
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
木
橋
で
し
た
。

最
初
の
長
生
橋
は
明
治
九
年（
一

八
七
六
）
に
で
き
ま
し
た
。
三
島

郡
岡
村
古
新
田
（
緑
町
）
の
庄
屋

広
江
椿
在
門
ら
が
造
っ
た
、
中
州

を
挟
ん
だ
二
つ
の
木
橋
か
ら
な
る

も
の
で
、
通
行
料
が
一
人
八
厘
と

い
う
民
営
の
有
料
橋
で
し
た
。

当
初
の
経
営
予
定
で
は
、
八
年

目
に
償
却
を
完
了
し
、
十
四
年
目

に
無
料
通
行
に
し
て
も
、
そ
れ
ま

で
の
収
入
で
架
け
替
え
が
で
き
る

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
は

た
び
重
な
る
洪
水
の
被
害
に
よ
り
、

修
理
費
が
か
さ
み
、
償
却
ど
こ
ろ

か
不
足
金
が
増
え
る
ば
か
り
で
し

た
。
そ
の
た
め
広
江
は
十
四
年
に

三
島
郡
福
田
村
（
藤
橋
一
）
の
遠

藤
亀
太
郎
に
橋
を
譲
り
渡
し
ま
す
。

し
か
し
、
洪
水
の
被
害
は
続
き
、

維
持
で
き
な
く
な
り
、
二
十
四
年

に
遠
藤
は
橋
を
県
に
寄
付
し
、
長

生
橋
は
無
料
で
通
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

三
十
年
に
は
一
つ
の
木
橋
に
架

け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
や
が
て
日

本
一
長
い
木
橋
と
し
て
全
国
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
水

害
は
続
き
何
度
も
大
規
模
な
修
復

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
よ
う

や
く
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

に
現
在
の
鉄
橋
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
の
木
橋
か
ら
、
一
つ
の
木

橋
、
そ
し
て
鉄
橋
と
、
信
濃
川
の

水
害
と
の
闘
い
の
な
か
で
そ
の
姿

を
変
え
て
き
た
長
生
橋
。
そ
の
変

遷
は
、
近
代
長
岡
の
歴
史
の
あ
ゆ

み
と
重
な
り
ま
す
。

ゴマノハグサ科の２年草で、ヨーロッパ
原産の帰化植物。全体が白く見えるのは、
灰白色の毛が密生するためで、「ビロード」
の名の由来である。
ロゼットは、草本が越冬するときの形の
ひとつで、ふつう、種類を見分けるのが難
しいが、白毛を密生するものは他にないの
で一目でわかる。
花をつける茎は中央に１本出て１～２ｍ
になり、黄色い花を多数咲かせる。その立
派な姿から、ドイツ名は「王様のロウソク」。

ガガンボはカに近縁なハエ目の昆虫であ
るが、クモガタガガンボは成虫にもかかわ
らず、羽のない風変わりな種である。２月
中旬まで、雪の上を歩くのが観察でき、同
時にセッケイカワゲラも観察できるが、こ
れも無翅の昆虫である。
積雪下といった過酷な条件では、移動の
ためにたいして役に立たない羽を捨て、代
わりに卵の数を増やす、もしくは生まれて
くる子虫のために栄養分の多い大きな卵を
産んで生き残るしたたかさが読み取れる。
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ひ
ろ
え
ち
ん
ざ
い
も
ん

え
ん

ど
う
か
め

た
ろ
う

お正月特別企画

市政ものしりクロスワード当選者発表！
正解は
シドニーオリンピック

でした
応募総数 468通　正答率 96.8％
たくさんのご応募ありがとうござ

いました。

図書券当選者（敬称略）
当選されたみなさん、おめでとう

ございます。 2,000円分の図書券を
さしあげます。
・長部　正一　　（王番田町）
・郷　　沙織　　（宮関４）
・近藤　　誠　　（川崎町）
・斉川　三祐貴　（水道町２）
・諏訪部　恵　　（古正寺町）
・高木　一郎　　（関東町）
・中野　兵郷　　（昭和１）
・広瀬　洋子　　（槇下町）
・渡辺　　恵　　（江陽２）
・渡貫　さとみ　（高見１）
※シャープペンシルの当選者（20人）
の発表は、商品の発送をもってかえ
させていただきます。
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リ�サ�イ�ク�ル� シ�モ�
リ�ン� オ�ビ�レ� ニ�
ッ� カ�リ� ア�シ�タ�
ク� ド�テ�ラ� キ�ー�
ト�リ�イ�ッ�カ�ン�

ピ�ー�タ�ー�パ�ン� ミ�
チ�イ� メ�ー�ル�

ナ�カ�ム�ラ�マ�イ� ナ�

アンケートにお答えいただき
ありがとうございました。

クロスワードと同時にお願いしたアン
ケートに、たくさんのみなさんからお答
えいただき、本当にありがとうございま
した。
「市政だよりを通じて市政に関心を持
つようになりました」、「長岡の情報源と
して活用しています」などのご意見を励
みに、より一層の紙面の充実に努めてい
かなければと改めて感じました。
また、「知らなかった長岡のことが分
かり、毎回楽しみにしています。これか
らも続けていって欲しい」と言うご意見
をいただいた、シリーズ「ながおかのま
ち再発見」については、関連する新しい
事業の実施について現在検討中です。ど
うぞご期待ください。
いただいたご意見にこたえられるよう、
一生懸命、紙面づくりに取り組みたいと
思います。これからも「市政だより」を
よろしくお願いします。

１月号で印象に残った記事

第１位　…147票
・21世紀ながおかの出発
第２位　…101票
・歩行者にやさしい道路の整備を
進めます

第３位　… 46票
・報告します！長岡市の財政状況
第４位　… 39票
・ながおかのまち再発見



（
市
長
）

計
画
の
実
施
に
は
財
政
的
な
裏

付
け
が
必
要
で
す
。
今
回
の
計
画

で
学
校
や
道
路
、
公
園
、
福
祉
施

設
な
ど
の
整
備
に
投
資
す
る
額
は
、

約
四
百
七
十
八
億
円
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
は
平
成
五
年
度
〜
九

年
度
の
五
年
間
の
実
績
と
比
較
し
、

五
分
の
三
以
下
で
す
。

非
常
に
厳
し
い
状
況
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

お
金
が
な
い
こ
と
を
み
な
さ
ん

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
決

し
て
暗
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
明

る
く
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

要
は
知
恵
を
使
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。『
お
金
が
な
け
れ
ば

知
恵
を
出
せ
、
知
恵
が
な
け
れ
ば

汗
を
出
せ
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

お
金
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
プ
ラ

ス
に
と
ら
え
、
市
民
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
っ
て
こ
の
難
局
を
乗

り
切
る
、
と
い
う
雰
囲
気
を
つ
く

り
た
い
。

こ
れ
か
ら
は
工
夫
し
、
倹
約
す

る
こ
と
が
長
岡
に
と
っ
て
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
島
江
の
開
削
や
長
生
橋
の
架

橋
、
悠
久
山
公
園
の
建
設
、
花
火

の
打
ち
上
げ
な
ど
、
長
岡
は
も
と

も
と
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
が
つ
く
る
と
い
う
気
概
の
あ
ふ

れ
た
ま
ち
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
そ
う
い
う

気
持
ち
に
頭
を
切
り
替
え
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
必

要
な
も
の
は
要
望
し
て
も
ら
っ
て

か
ま
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
事

な
こ
と
は
、
自
分
た
ち
で
や
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う

気
風
が
生
ま
れ
、
み
な
さ
ん
か
ら

知
恵
と
力
が
出
て
く
る
こ
と
が
、

本
当
の
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
『
第
二
次
新
長

岡
発
展
計
画
後
期
基
本
計
画
（
素

案
）』
の
基
本
に
据
え
て
い
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
『
い
き

い
き
市
民
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

と
い
う
名
前
に
し
た
の
は
、
主
役

は
市
民
の
み
な
さ
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
強
く
言
い
た
か
っ
た
た
め
で

す
。
み
な
さ
ん
が
や
り
た
い
こ
と

を
計
画
し
て
や
っ
て
い
く
な
か
で
、

市
が
そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
く
と

い
う
意
欲
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

説
明
会
は
二
月
十
三
日
ま
で
開

催
し
ま
す
（
左
表
参
照
）。
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
は
企
画
課
1
39
・
２

２
０
４
へ
ど
う
ぞ
。

３ ２

知
恵
を
使
っ
て
い
き
た
い

主
役
は

市
民
の
み
な
さ
ん
で
す

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
（
素
案
）
の
説
明
会
を
実
施

ま
ち
づ
く
り
は

市
民
の
み
な
さ
ん
の
知
恵
と
力
で

市政ニュース�NAGAOKA

後期基本計画（素案）説明会での質問・意見をご紹介します

【質問・意見】いきいき市民応援プロジェクトのプロジェク

ト４の「長岡を知ろう」キャンペーンについて－自分の住ん

でいる地域を知ることは大事だと思う。ぜひ、進めてほしい。

【市長】わかりやすいパンフレットを作ることから始めたい

と考えています。説明のできるボランティアのみなさんもた

くさんいると思います。町内会で見て回りたいという要望が

あれば協力したいと考え

ています。

【質問・意見】中心部で

は町内会がなり立たなく

なりつつある。役員を選

ぶときも苦労している。

川西と比べ、川東の中心

部はさびれる一方である。市長の基本的な考え方には賛成で

あるが、川東にも目を向けてほしい。

【市長】中心部の活性化を考えていくうえで大切なことは、

住んでもらうことだと思います。高齢になると郊外で草花を

いじりたいという人と、街の中に住みたいという人に分かれ

ます。マンション形式で雪の心配のないところに住めるとい

うことが、中心部の活性化のかぎになると考えています。

川西は車社会の流れのなかで、インターチェンジができ、

空いている土地も多くあって、必然的な流れのなかで発展し

てきた面があります。しかし、川東のことを考えていないこ

とは決してありません。操車場跡地のこと、悠久山の再整備

のことなどを含め積極的に取り組みたいと思います。

【質問・意見】法人税を増やすため企業誘致を進め、長岡の

大学を出た人から地元に就職してもらえるようにしてほしい。

【市長】コンピュータ関係の分野に進出している長岡の企業

は景気が良くなってきています。そのため法人税も増収の傾

向にあります。今、もともと長岡にある企業が先端企業へ転

換して力を付け、長岡技術科学大学、長岡工業高等専門学校、

長岡造形大学などを卒業した技術者もたくさん育っています。

そうした技術者によるベ

ンチャー企業を応援した

いと考えています。

【質問・意見】いきいき

市民応援プロジェクトの

プロジェクト８の「家庭

ごみの有料化」について

２月中旬の後期基本計画（素案）説明会日程�

期　日�

11日-�

12日0�

13日c

時間はおおむね１時間半程度です。�
駐車場は数に限りがありますので、できるだけ乗り合わせて�
お越しください。�
申し込みは不要です。直接会場においでください。�

時　間�

14：00～�
��

18：30～�

　　　　会　　　　場�

ハイブ長岡けやきの間（寺島町）�

厚生会館中ホール（大手通１）�

高齢者センターふそき（新保町）�

－有料化になると不法投

棄が増えると思われる。

その前に不法投棄を防止

する取り組みをお願いし

たい。

【市長】ごみを減らすた

めの有料化であり、お金

を取るのが目的ではなく、

財政難と関係ありません。現在、有料化については審議会で

検討しているところです。

【環境部長】これまでの大量生産、大量消費、大量廃棄とい

う生活様式そのものを変えなければいけません。ごみを減ら

すためにはリサイクルなどいろいろな方法がありますが、有

力な方法の一つとしてごみの有料化が考えられます。また、

ごみを多く出す人と少なく出す人との負担の公平を図る必要

もあります。

不法投棄の問題や廃棄

物の処理方法など、ごみ

を減らすにはどうしたら

よいか、現在、検討中で

す。ごみの問題について

は市民のみなさんと相談

しながら取り組んでいき

たいと思います。

【質問・意見】いきいき市民応援プロジェクトのプロジェク

ト２の「屋内子どもの遊び場の整備」について－冬場は室内

で遊ぶことが多い。親同士のコミュニケーションにもなる。

冬に室内で遊べる場所を

つくってほしい。

【市長】どこに話を聴き

に出かけても、「子ども

が室内で遊べる場所をつ

くってほしい」という声

を聴きます。市長への手

紙でもたくさんきます。

外の安全な遊び場が少なくなっていることや核家族になって

いることが要望の多い理由だと思います。

大切な課題であり、大手通りに開設を予

定している長岡市民センター（仮称）の

中で整備することを検討しています。

▲宮内公民館で（１月16日）

▲市立劇場大会議室で（１月20日)

▲中央図書館講堂で（１月18日)

▲高齢者センターまきやまで
（１月22日)

▲厚生会館中ホールで（１月17日)

t長岡市政だより別冊
「まちづくり総合計画
（素案）」

長
岡
市
で
は
一
月
十
六
日
か
ら
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画
後

期
基
本
計
画
（
素
案
）
の
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
森
市
長
が
直
接
、
市
の
財
政
状
況
や
計
画
の
基

本
姿
勢
を
説
明
。
寒
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
が
市
長
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、
熱
心
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長
の
説
明
の
あ
ら
ま
し
と
、
出
さ
れ
た
ご
意
見
を
紹
介
し

ま
す
。



れ
る
か
は
、
基
本
的
に
は
利
用
し
た
い
民
間
事
業
者
等
の
発
想
や

意
欲
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
岡
市
と
し
て
重
点
的
に
利
用
す
る
分
野
は
、
教
育
、
防
災
、

Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
の
振
興
の
三
つ
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
利
用
分

野
の
開
発
に
は
、
先
行
し
て
い
る
岡
山
市
を
は
じ
め
、
取
り
組
み

を
予
定
し
て
い
る
全
国
十
程
度
の
都
市
と
役
割
分
担
す
る
考
え
で

す
。

Ｑ

長
岡
が
全
国
で
先
行
的
地
位
を
得
る
に
は
、
事
業
の
ス
ピ
ー
ド

が
大
切
で
は
？

Ａ

そ
の
と
お
り
で
す
。
今
年
度
中
に
は
「
情
報
水
道
構
想
」
を
ま

と
め
、
具
体
的
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
計
画
を
定
め
て
、

事
業
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。

郎
文
庫
目
録
、
ド
イ
ツ
文
学
者
の

星
野
慎
一
文
庫
目
録
、
教
育
者
の

斎
藤
和
代
文
庫
目
録
を
は
じ
め
、

郷
土
資
料
や
美
術
資
料
の
目
録
な

ど
で
、
掲
載
デ
ー
タ
は
お
よ
そ
八

万
件
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
中
央
図
書
館
や
各
地
域

図
書
館
の
利
用
案
内
や
行
事
の
お

知
ら
せ
な
ど
も
掲
載
し
ま
す
。

月
に
一
回
は
情
報
を
更
新
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
で
き
ま
し
た
。

中
央
図
書
館
で
は
、
長
岡
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
大
学
教
授
な
ど
の

貴
重
な
蔵
書
を
保
存
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
徴
は
、
そ
れ

ら
の
貴
重
な
本
の
目
録
を
検
索
で

き
る
こ
と
で
す
。

今
回
公
開
す
る
資
料
は
、
詩
人

の
堀
口
大
學
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
、

近
世
日
本
史
研
究
家
の
伊
東
多
三

す
。
こ
れ
は
国
の
進
め
る
Ｉ
Ｔ
普

及
政
策
に
よ
り
、
長
岡
市
が
補
助

金
を
受
け
る
た
め
で
す
。

講
習
会
の
開
催
は
、
四
月
か
ら

で
す
。
具
体
的
な
講
習
会
の
日
程

や
募
集
案
内
は
三
月
号
の
市
政
だ

よ
り
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｔ
講
習
推
進
室
は
、
柳
原
分

庁
舎
の
生
涯
学
習
・
体
育
課
内
、

電
話
は
32
・
０
６
７
２
で
す
。

講
習
内
容
は
、
表
１
の
と
お
り
で

す
。講

習
会
は
、
市
役
所
（
幸
町
分

室
）
や
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
、

市
内
各
中
学
校
、
教
育
セ
ン
タ
ー

の
ほ
か
、
民
間
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

等
で
も
開
催
し
ま
す
。

講
習
会
の
参
加
料
は
、
無
料
で

長
岡
市
は
、
一
月
に
「
Ｉ
Ｔ
講

習
推
進
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習

会
」
を
開
催
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

技
能
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め

で
す
。

Ｉ
Ｔ
講
習
推
進
室
で
は
、
四
月

か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
対
象
者

七
千
四
百
人
余
り
、
お
よ
そ
二
百

七
十
講
座
の
講
習
会
を
実
施
す
る

た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

講
習
会
は
初
心
者
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。
「
パ
ソ
コ
ン
に
は
、

さ
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
」「
習
い

た
い
け
れ
ど
、
ど
こ
で
習
っ
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
」「
独
学
な

の
で
、
き
ち
ん
と
習
い
た
い
」
と

い
っ
た
人
に
最
適
の
講
習
会
で
す
。

講
習
会
は
三
〜
四
日
間
、
受
講

時
間
は
合
計
十
時
間
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
の
基
礎
か
ら
や
さ
し
く
、
分

か
り
や
す
く
講
習
し
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
り
、
電
子
メ
ー

ル
を
や
り
取
り
し
た
り
と
い
っ
た

こ
と
が
確
実
に
身
に
つ
き
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
一
月

十
六
日
に
開
か
れ
た
第
二
回
地
域
情
報
化
戦
略
会
議
（
略
称
「
Ｉ
Ｔ

戦
略
会
議
」）
の
議
題
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。

Ｑ

「
情
報
水
道
構
想
」（
案
）
が
検
討
さ
れ
た
と
新
聞
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
構
想
で
す
か
？

Ａ

た
だ
い
ま
調
査
、
検
討
中
の
「
情
報
水
道
構
想
」
の
基
本
的
な

考
え
方
は
、
大
容
量
光
フ
ァ
イ
バ
ー
へ
の
民
間
投
資
が
盛
ん
に
な

る
ま
で
の
先
導
的
事
業
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

公
共
が
先
導
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
の
投
資
を
刺

激
し
、
全
国
に
先
駆
け
て
通
信
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
豊
か
な

生
活
環
境
の
実
現
と
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

Ｑ

「
情
報
水
道
構
想
」
で
示
す
事
業
実
施
上
の
基
本
方
針
は
？

Ａ

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
企
業
や
他
の
公

共
機
関
が
進
め
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
事
業
と
連
携
を
と
り
、
効

率
的
な
整
備
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
管
理
、
運
用
を
民
間
に
委

ね
ま
す
。
こ
れ
は
、
民
間
で
自
由
に
利
用
方
法
を
考
え
、
使
っ
て

ほ
し
い
か
ら
で
す
。

な
お
、
下
水
道
管
に
敷
設
す
る
も
の
で
す
の
で
、
先
進
的
な
下

水
道
管
理
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
。

Ｑ

教
育
や
医
療
・
福
祉
、
防
災
や
産
業
、
行
政
手
続
き
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
利
用
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
構
想
案
で
は

ど
ん
な
分
野
で
利
用
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ

Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
に
は
、
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
情
報
水
道
構
想
」
で
は
、
ど
ん
な
分
野
で
利
用
さ

５ ４

初
心
者
を
対
象

市
内
各
中
学
校
ほ
か

民
間
の
教
室
で
も
開
催

貴
重
な
資
料
の
目
録
を

検
索
で
き
ま
す

中
央
図
書
館
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
し
た

▲インターネットで資料を検索する国語の「調べ学習」の時間
（南中学校のパソコン教室で）
市立中学校のパソコン教室は「インターネット講習会」会場になります。
お近くの会場を選んで受講できます　

▲中央図書館のページ　http://www.nscs.co.jp/library
長岡市ホームページ　http://www.city.nagaoka.niigata.jp
からもジャンプできます。ぜひご覧ください

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

講
習
会
を
始
め
ま
す

4
月
か
ら

Ｉ
Ｔ
講
習
推
進
室
を
設
置

Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ

Ｉ
Ｔ
？

〜
下
水
道
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
〜

表１　講習内容（①～④計10時間）�

④電子メールの送受信�

①パソコンの起動、マウス操作な�
どの基礎�
②ワープロ文書の作成（文字入力、�
漢字変換等）�
③インターネット操作（インター�
ネットの基本操作、ホームページ�
の検索等）�

ライブカメラ

遠隔授業、共同授業

授業参観、公開授業、インターネット塾、
学校行事案内、健康管理

・ライブカメラによる遠隔授業
・大量データのやりとりを行う
共同研究

市政ニュース�NAGAOKA

教育分野での活用例

ライブカメラ

長岡市情報水道

長岡市情報水道

Ｑ
＆
Ａ
⑤

"

"・ライブカメラによる授業参観、
インターネット塾、公開授業
・双方向通信による学校行事案内、
健康管理、アンケート調査



環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し

て
建
設
中
の
ご
み
焼
却
余
熱
利
用

施
設
の
愛
称
が
「
エ
コ
ト
ピ
ア
寿
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
江
口
洋
子
さ
ん
（
中

瀬
一
）
が
愛
称
募
集
に
応
募
し
た

作
品
「
エ
コ
ト
ピ
ア
」
に
施
設
の

所
在
地
で
あ
る
「
寿
」
を
つ
け
た

も
の
で
す
。

エ
コ
ト
ピ
ア
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー

と
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
合
わ
せ
た
造
語

で
す
。
余
熱
と
い
う
資
源
を
有
効

に
利
用
す
る
地
球
環
境
に
や
さ
し

い
施
設
で
あ
り
、
お
年
寄
り
か
ら

子
ど
も
ま
で
市
民
み
ん
な
が
利
用

で
き
る
夢
の
あ
る
広
場
を
想
像
し

て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

応
募
九
十
作
品
の
中
か
ら
「
エ

コ
ト
ピ
ア
」
の
ほ
か
「
ア
ク
ア
ハ

ー
ト
」
（
加
藤
玲
子
さ
ん
・
大
島

新
町
一
）、「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
寿
」

（
本
田
裕
美
子
さ
ん
・
七
軒
町
）、

「
こ
と
ぶ
き
の
里
」
（
武
田
宗
松

さ
ん
・
中
瀬
一
）
の
合
計
四
点
が

入
選
。
そ
の
中
か
ら
「
エ
コ
ト
ピ

ア
」
が
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

エ
コ
ト
ピ
ア
寿
は
一
階
に
二
十

メ
ー
ト
ル
の
遊
泳
プ
ー
ル
、
幼
児

用
プ
ー
ル
、
二
階
に
大
浴
場
、
露

天
風
呂
、
サ
ウ
ナ
の
ほ
か
、
休
憩

用
の
大
広
間
を
備
え
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
く
つ
ろ
げ

る
エ
コ
ト
ピ
ア
寿
の
オ
ー
プ
ン
は
、

四
月
で
す
。
利
用
料
金
や
利
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
四
月
号
の
市
政

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７

市政ニュース�NAGAOKA

施
設
の
利
用
は
４
月
か
ら

長岡市は、政策・方針決定の場への女性の参画を進めてきました。
その結果、平成12年度の審議会等における女性の登用率は26.8％と、
目標の25％を達成しました。今後は、平成17年度中に登用率30％を目
標に進めていきます。

余
熱
利
用
施
設
の
愛
称
が

「
エ
コ
ト
ピ
ア
寿
」に

決
ま
り
ま
し
た

女性の登用状況
女性委員の比率は26.8％

議会、行政委員会等の状況（平成12年４月１日現在）�

審議会、委員会等の状況（過去５年間※調査は４月１日現在）�

名　　　称�

市 議 会 議 員 ※ �

教 育 委 員 �

選 挙 管 理 委 員 �

監 査 委 員 �

公 平 委 員 �

農 業 委 員 ※ �

固定資産評価審査委員�

委 員 数�

33�

5�

4�

3�

3�

33�

8

女性委員数�

1�

1�

0�

0�

0�

0�

0

女性委員の比率�

 3.0％�

20.0％�

 0.0％�

 0.0％�

 0.0％�

 0.0％�

 0.0％�

平成８�

平成９�

平成10�

平成11�

平成12

51�

50�

38�

37�

41

36�

32�

30�

30�

35

70.6%�

64.0%�

78.9%�

81.1%�

85.4%

905�

716�

608�

581�

745

160�

156�

137�

139�

200

17.7%�

21.8%�

22.5%�

23.9%�

26.8%

女性委員を
含 む 会 数 �

女性委員を含
む会の比率�

女性委員
の 比 率 �審議会数� 委 員 数�女性委員数�年　　度�

※印は選挙によるもの�

▲４月にオープンする「エコトピア寿」（寿３）

長
岡
市
で
は
、
①
ご
み
は
で
き

る
だ
け
出
さ
な
い
社
会
、
②
そ
れ

で
も
出
る
ご
み
は
、
で
き
る
限
り

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
社

会
を
め
ざ
し
て
、「
資
源
循
環
型
社

会
形
成
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
行
動
計
画
）」
を
策
定
中
で
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
資
源
循

環
型
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
行

政
、
市
民
、
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と

を
定
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

平
成
十
年
度
に
設
置
さ
れ
た
長

岡
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

（
金
子
正
修
委
員
長
ほ
か
十
四
人

で
構
成
）
が
、
十
二
年
度
に
検
討

を
は
じ
め
、
十
三
年
度
中
に
ま
と

め
る
予
定
で
す
。

審
議
会
で
は
、
食
品
小
売
業
者
、

廃
棄
物
処
理
業
者
、
町
内
会
長
、

主
婦
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
審
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

審
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、

長
岡
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
を
把

握
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
討
論
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
ご
み
の
減
量
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
「
家
庭
ご
み
の
処

理
費
用
の
有
料
化
」
や
不
法
投
棄

を
防
止
す
る
「
ポ
イ
捨
て
防
止
条

例
」
の
制
定
を
視
野
に
入
れ
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

期
　
日
＝
２
月
10
日
g

時
　
間
＝
午
後
１
時
20
分
〜
４
時

30
分

会
　
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー

定
　
員
＝
４
５
０
人
（
入
場
無
料
）

申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
環
境
政
策
課
1
24
・

０
５
２
８
、
FAX
24
・
６
５

５
３
へ

■
基
調
講
演

演
　
題
＝「
ご
み
と
市
民
社
会
〜
循

環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
」

講
　
師
＝
同
志
社
大
学
経
済
学
部

教
授
・
郡
嶌
孝
さ
ん

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
新
潟
日
報

社
論
説
委
員
長
・
佐
藤
喜

彦
さ
ん

パ
ネ
ラ
ー
＝
恵
和
保
育
園
園
長
・

三
条
公
子
さ
ん
、
㈱
丸
共

代
表
取
締
役
・
金
子
修
英

さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
役
員
・

若
井
由
佳
子
さ
ん
、
森
民

夫
長
岡
市
長

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝
郡
嶌
孝
さ
ん

６

長岡市のごみの現状
グラフは、長岡市のごみの収集量の推移をあらわし

たものです。平成９年度以降、総収集量が減っている
のは、事業系の不燃・粗大ごみの収集を市がしなくな
ったためです。平成11年度は、81,628トンで、市民１
人あたりでは、年間約430キログラムにもなります。こ
の処理には、平成11年度で約18億円もの経費がかかっ
ています。特に、プラスチック等のごみは、燃やせば
ダイオキシン、燃やさなければ埋立地の不足という問
題を抱えています。

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
万ｔ／年

６

ごみ収集量の推移（年度別）�

資源物 不燃・粗大（事業系）

不燃・粗大（家庭系）

燃やすごみ（事業系）

燃やすごみ（家庭系）

平
成 ７ ８ ９ 10 11

ご
み
処
理
費
用
の
有
料
化
や

ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
の
制
定

を
検
討
し
て
い
ま
す

「
資
源
循
環
型
社
会
形
成
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
ま
す

▲郡嶌　孝さん

ごみ問題の現状を紹介し、みなさんのご
意見もお聞きします。ぜひご参加ください。

ぐ
ん
じ
ま

環境シンポジウム�
～ごみの減量とリサイクルを～ごみの減量とリサイクルを�
　　　　　　　　どう進めるか～　　　　　　　　どう進めるか～�
～ごみの減量とリサイクルを～ごみの減量とリサイクルを�
　　　　　　　　どう進めるか～　　　　　　　　どう進めるか～�

環境シンポジウム�
～ごみの減量とリサイクルを�
　　　　　　　　どう進めるか～�
～ごみの減量とリサイクルを�
　　　　　　　　どう進めるか～�



岡
市
は
、
市
民
共
有
の
財

産
で
あ
る
良
好
な
景
観
を
み
な

さ
ん
と
と
も
に
守
り
、
育
て
、

創
り
あ
げ
、
将
来
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
「
長
岡
市
都
市
景

観
条
例
（
仮
称
）」
の
制
定
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
大
河
信
濃
川
、
東

山
・
西
山
の
山
並
み
の
な
か
長

岡
は
、
四
季
の
変
化
と
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
景
観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
そ
ん
な
長
岡
の
心
に
と
ど
め

て
お
き
た
い
風
景
、
と
っ
て
お
き

の
風
景
を
募
集
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
入
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

景
観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募

作
品
は
百
九
十
八
点（
八
十
六
人
）。

入
賞
者
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

審
査
は
豊
口
協
さ
ん
（
長
岡
造

形
大
学
学
長
）
を
委
員
長
に
、
町

永
竹
松
さ
ん
（
全
日
本
写
真
連
盟

新
潟
県
本
部
委
員
長
）、
磯
部
利

夫
さ
ん
（
新
潟
県
カ
メ
ラ
商
業
組

合
支
部
長
）、
森
市
長
の
四
人
の

審
査
員
が
担
当
し
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
長
岡
の
特
徴
や
自

然
、
歴
史
な
ど
を
大
変
よ
く
表
現

し
て
い
て
、
撮
影
者
の
思
い
が
伝

わ
り
、
選
考
も
難
航
し
ま
し
た
。

９ ８

市政ニュース�NAGAOKA

1
9
8
の
風
景
を
審
査

長

▲最優秀賞「お気に入りの遊び場」
【講評】
長岡の象徴として残されている唯一の文化財水道塔。
歴史と時間の流れを静かに語りかける。その前を次代
を担う子どもたちが未来に夢を託して走る。過去から
現代へ、そして未来への時の流れが観る人の心を打つ。

▲優秀賞「秋日和」
【講評】
長岡ほど花の多い都市も珍しい。春から夏、

そして秋にかけて自然のおりなす山の緑の変
化。それにこたえて市民の心が花を通して触
れあいの空間を創り出す。花は人を呼び、安
らかな時を生み出す。豊かなコミュニケー
ションの街、長岡。

t優秀賞「陽光」
【講評】
母なる大河。それは長岡の歴史そのもの。

静かな川面を通して、先人たちの語りが聞こ
えてくるように思う。長生橋。日本の橋りょ
うの代表的な作品。自然と人工物との重なり
が究極の美の構成を創り出す。太陽の光を橋
りょうのポイントにとらえるカメラアイ。心
にくい演出である。

t特別賞
「新らしい街」
【講評】
19万都市に400万㎡の公
園が生まれた。広場あり森
があり池があり鳥が舞う。
はるかにニュータウンの家
並みが、長岡の新しい生命
の誕生を感じさせる。パラ
グライダーの真赤な翼が力
強く空に舞う。新しい時代
のうねりを感じさせる力作
である。

講評：豊口協審査委員長 ▲審査会（１月19日）

明
日
に
伝
え
た
い

風
景
が
あ
り
ま
す
！

景
観
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
が
決
定

最優秀賞

優 秀 賞

特 別 賞

入 　 選

お気に入りの遊び場 今井　陽子（南町２）

秋日和 桑原　秀一（悠久町）

陽光 田沢　　哲（摂田屋５）

新らしい街 西山　陽子（希望が丘２）

長岡市街が見えるコスモスの丘 古川　久雄（東片貝町）

鮮度抜群！ 村山　一夫（旭町１）

古塔の朝焼け 中野　金吾（中島４）

福島江の桜並木 中村　　勇（蔵王１）

落日の西山連峰 徳長　　進（堺町）

雪の旧三国街道 明田川敏夫（川崎６）

夜桜 本田　嘉昭（日赤町１）

春爛漫 栗山泰一郎（神田町３）

長岡市のハイキングコース 中山　幸世（左近町）

躍動を告げる朝 米田　好美（高町３）
あした

長岡市景観写真コンクール入賞者

（敬称略）

景観写真コンクールの全応募作品を展示します。

期　日＝２月３日g～11日-（５日bは休館）

時　間＝午前９時30分～午後７時（３日は午前10時30分

から、11日は午後５時まで）

会　場＝美術センター（中央図書館２階）

長 岡 市 景 観 写 真 展



◆
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
「
長
岡
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
７
時
45
分
〜
52
分
、
午
後
４
時
40
分
〜
47
分

則
と
し
て
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人
）

受
講
料
＝
１
８
、９
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
２
月
13
日
c
ま
で
に
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
クM

elody
H
ouse

・
小
玉

秀
子
さ
ん
1
・
FAX
47
・
２
６
５
２
へ
（
保
育

あ
り
、
要
予
約
）

期
日
＝
２
月
26
日
b

会
場
＝
教
育
セ
ン

タ
ー

〔
子
ど
も
相
談
〕
時
間
＝
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
内
容
＝
不
登
校
や
発
達
の

遅
れ
な
ど
に
つ
い
て
（
秘
密
厳
守
）

〔
講
演
会
〕
時
間
＝
午
後
３
時
30
分
〜
４

時
45
分
　
講
師
＝
精
神
科
医
・
藤
田
基
さ

ん
　
演
題
＝
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動

性
障
害
）
の
子
ど
も
達
に
つ
い
て

申
し
込
み
＝
悠
久
荘
臨
床
心
理
室
・
服
部

さ
ん
、
高
橋
さ
ん
1
24
・
３
９
３
０
　
　

日
時
＝
毎
月
３
回
・
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
和

室
１

参
加
料
＝
月
３
、０
０
０
円

問
い

合
わ
せ
＝
近
藤
さ
ん
1
33
・
３
８
４
４

日
時
＝
２
月
24
日
g
午
後
６
時
〜
８
時

会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
　
内
容
＝
楽
し

い
授
業
に
つ
い
て
の
語
ら
い
ほ
か
　
参
加

料
＝
１
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
五
十
嵐

淳
至
さ
ん
1
・
FAX
63
・
４
２
６
６

日
時
＝
２
月
15
日
e
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
　
対
象
＝

平
成
13
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
、

一
般
求
職
者
　
内
容
＝
参
加
企
業
（
約
30

社
）
と
の
個
別
面
談
　
問
い
合
わ
せ
＝
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１
　
　
　
　

日
時
＝
２
月
21
日
d
〜
26
日
b
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
東
北
電
力
ら
ぷ
ら

す
　
問
い
合
わ
せ
＝
島
村
栄
一
さ
ん
1
32
・

７
８
５
３
　
入
場
料
＝
無
料

＝
30
人
　
参
加
料
＝
無
料
（
４
回

目
の
料
理
代
は
実
費
）

申
し
込

み
＝
２
月
１
日
e
か
ら

合
格
者
に
は
、
日
本
赤
十
字
社

救
急
法
救
急
員
認
定
証
を
交
付
し

ま
す
。

日
時
＝
２
月
24
日
g
・
25
日
a
・

３
月
10
日
g
・
11
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
全
４
回
）

会
場

＝
中
央
公
民
館
　
定
員
＝
30
人

受
講
料
（
教
材
費
）
＝
３
、０
０
０

円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
福

祉
総
務
課
内
日
赤
安
全
奉
仕
団
長

岡
市
分
団
事
務
局
1
39
・
２
２
１

７

で
に
、
は
が
き
に
「
希
望
す
る
農

園
名
と
畑
・
花
壇
の
別
」、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

新
規
か
継
続
か
の
別
を
記
入
し
て
、

〒
９
４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町
２

の
１
中
央
公
民
館
へ
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

い
ろ
ん
な
マ
ナ
ー
を
再
確
認
！

み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

時
間
＝
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館
ほ
か

定
員

②
３
月
14
日
d
ま
で

土
に
親
し
み
、
野
菜
や
花
を
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
人
（
１
家
族
）
に
つ
き
、
１

区
画
で
貸
出
期
間
は
３
年
間
で
す
。

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

場
所
＝
柿
町
字
下
耕
地

区
画
数

＝
２
３
５
（
１
区
画
30
g
）

参

加
料
＝
５
、０
０
０
円

②
健
康
農
園

場
所
＝
信
濃
川
河
川
公
園
内
　
区

画
数
＝
畑
70
（
１
区
画
50
g
）、
花

壇
18
（
１
区
画
20
g
）

参
加
料

＝
畑
…
５
、０
０
０
円
、
花
壇
…
１
、

０
０
０
円
　
対
象
＝
55
歳
以
上
の

人
　
申
し
込
み
＝
２
月
26
日
b
ま

・
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
な
ど
　
材
料

費
＝
３
０
０
円
〜
１
、１
０
０
円

申
し
込
み
＝
２
月
18
日
a
ま
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
春
番
組
に

入
れ
替
え
の
た
め
、
２
月
26
日
b

〜
３
月
３
日
g
は
お
休
み
し
ま
す
。

期
日
と
内
容
＝
①
２
月
24
日
g
「
サ

ギ
草
の
育
て
方
」
②
３
月
17
日
g

「
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
植
え
替
え
・

育
て
方
」

時
間
＝
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第

１
小
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
市
政
だ
よ

り
「
園
芸
教
室
」
担
当
・
小
林
正

夫
さ
ん
　
定
員
＝
①
40
人
②
70
人

参
加
料
＝
①
１
、０
０
０
円
②
無
料

申
し
込
み
＝
①
２
月
21
日
d
ま
で

1 1

日
時
＝
２
月
17
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
、
18
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

会

場
＝
中
央
図
書
館
２
階
美
術
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
住
宅
像
の

提
案
、
模
型
等
の
展
示
ほ
か
　
問
い
合
わ

せ
＝
ア
ー
キ
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
・
小
川
峰
夫

さ
ん
1
34
・
４
７
７
４
　
　
　
　

日
時
＝
２
月
24
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
　
会
場
＝
四
郎
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
四
郎
丸
１
）

内
容
＝
家
庭
問
題

や
社
会
問
題
を
解
く
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
育

成
と
そ
の
実
践
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

（
当
日
に
）

定
員
＝
１
０
０
人
　
申
し

込
み
＝
Ｍ
Ｃ
Ａ
互
尊
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学

習
会
・
広
井
さ
ん
1
・
FAX
32
・
０
２
８
０
　
　

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

日
時
＝
２
月
11
日
-
午
後
６
時
20
分
〜
９

時
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
講
師
と
演
題
＝

高
知
県
南
国
市
教
育
長
・
西
森
善
郎
さ
ん

「
南
国
市
の
電
気
炊
飯
器
給
食
」、
管
理

栄
養
士
・
幕
内
秀
夫
さ
ん
「
粗
食
の
す
す

め
」

定
員
＝
２
１
０
人
　
問
い
合
わ
せ

＝
新
潟
県
米
穀
小
売
商
業
組
合
1
０
２
５
・

２
２
８
・
４
１
３
０
　
　
　
　
　

日
時
＝
２
月
21
日
d
・
28
日
d
・
３
月
２
日

f
・
９
日
f
・
14
日
d
・
23
日
f
・
27
日

c
・
30
日
f
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分
（
計
８
回
、
全
24
時
間
）

内
容
＝

子
ど
も
と
の
具
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
方
ほ
か
　
会
場
＝
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
　
講
師
＝
親
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
・
佐
藤
信
子
さ
ん
　
定
員
＝
20
人
（
原

た
く
さ
ん
借
り
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
25
日
a
午
後
２
時
20

分
〜
３
時
　
内
容
＝
「
シ
ン
デ
レ

ラ
姫

赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」、「
五

つ
の
は
な
の
え
き
　
ア
ン
パ
ン
マ

ン
ま
じ
ょ
の
く
に
へ
」

日
時
＝
３
月
４
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
４

学
生
〜
高
校
生
ま
た
は
親
子
　
定

員
＝
15
人
　
内
容
＝
ペ
ン
ダ
ン
ト

８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文
庫

内
容
＝
田
口
ラ
ン
デ
ィ
著
「
コ
ン

セ
ン
ト
」

日
時
＝
２
月
14
日
d
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
会
場
＝
講
座
室
１

内
容
＝
後
藤
竜
二
作
「
12
歳
た
ち

の
伝
説
」

特
別
図
書
整
理
の
た
め
、
中
央

図
書
館
は
２
月
19
日
b
〜
28
日
d
、

各
地
域
図
書
館
は
２
月
19
日
b
〜

23
日
f
は
休
館
と
な
り
ま
す
（
互

尊
文
庫
学
習
室
は
、
木
曜
日
以
外

は
開
き
ま
す
）。

こ
の
間
、
本
の
貸
出
期
間
を
３

週
間
程
度
に
延
ば
し
ま
す
の
で
、

み
＝
２
月
15
日
e
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
農
園
参

加
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
、
返
信
の
表
に
住
所
、
氏
名
、

郵
便
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
９
４

０
―
０
８
２
１
栖
吉
町
３
６
７
０

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
へ

（
申
し
込
み
は
１
家
族
１
枚
、
多

数
の
場
合
抽
選
）

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
２
月
16
日
f
午
後
７
時
〜

日
時
＝
２
月
28
日
d
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
　
定
員
＝
20
人
　
参
加

料
＝
２
、５
０
０
円

持
ち
物
＝
昼

食
、
エ
プ
ロ
ン
　
申
し
込
み
＝
２

月
10
日
g
午
前
９
時
か
ら

場
所
と
区
画
数
＝
鉢
伏
地
内
16
区

画
（
１
区
画
33
g
）

参
加
料
（
１

年
分
）
＝
４
、５
０
０
円

申
し
込

INFORMATION
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市役所　　  幸町2の1の1 135・1122
●特に記載のないものは、電話で申し込んでくだ�
　さい。先着順で受け付けます。�

お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�

長岡市ホームページアドレス

&長岡市芸術文化振興財団ガイド 129・7711

■「市民芸術文化活動助成対象事業」募集
市民の芸術文化活動に助成金を交付します。ぜひ、ご応募ください。

対象ジャンル＝音楽、演劇、舞踊、伝統芸能、映画、美術、文学など　　
の芸術一般

対象事業＝平成13年４月１日から９月30日までに行われるもので、文
化団体の発表事業、鑑賞事業、指導者招聘事業など

締め切り＝２月28日d

詳しくは、お問い合わせください。なお、対象事業と助成金額は、
事業企画審査委員会で審査し決定します。

■フラメンコ・ワークショップ受講者募集
日本を代表するフラメンコ舞踊家・鈴木敬子さんが、基本から分か

りやすく指導します。伴奏はギターの生演奏です。初心者大歓迎！
日時＝４月８日a午後２時から
会場＝リリックホール・第１スタジオ
参加料＝１，０００円　定員＝30人　見学料＝５００円

■ウィーン・フィルのトップ奏者による
オペラ＆オペレッタ・ファンタジー
オペラ、オペレッタの名曲を第一級の奏者が演奏、音楽の楽しさ、

美しさを満喫させます。
日時＝５月26日g午後７時から　
会場＝リリックホール・コンサートホール
出演＝エルンスト・オッテンザマー（クラリネット）、マルティン・ガ　
ブリエル（オーボエ）、ティボール・コヴァーチ（ヴァイオリン）、
シャルロッテ・ライトナー（ソプラノ）、足立桃子（ピアノ）

料金＝全席自由一般３，５００円、学生２，０００円（当日各５００円増）
チケット発売日＝２月24日g 友の会先行予約＝２月22日e、23日f

魂の音楽　ゴスペル！
今、注目を集めている「ゴスペル」の講習会とコンサートです。
日時＝２月18日a午後２時から　
会場＝リリックホール・コンサートホール　料金＝無料
出演・講師＝クライド・ユニット（メンフィス出身のクライド・　

ウィリアムスさんを中心としたヴォーカルグループ）
※入場整理券が必要です。市役所１階案内所、４階国際文化課、
市立劇場、リリックホール、各図書館、中央公民館、厚生会館、
市内の一部レコード店・音楽教室でどうぞ。

問い合わせ＝国際文化課1３９・２２５１高齢者趣味の教室�
受講生募集�

期間＝４月10日c～来年３月20日d（各講座30回）�
対象＝市内在住の60歳以上の人�
参加料＝４，０００円（初回に、教材費別）�
申し込み＝２月28日d必着で、往復はがきの往信の裏に希
　　　望講座名、住所、氏名、年齢、電話番号を、返信の
　　　表に郵便番号、住所、氏名を記入して、〒９４０－０
　　　０７２柳原町２の１中央公民館1３２・０４３７へ（申
　　　し込みは１人１講座。定員を超えた場合は、講座間
　　　の調整や抽選を行い、３月中旬に結果を連絡します）�

※講座名の後ろの①～⑤は、日時が異なるだけで内容が同
じことを示しています。�

曜日� 講　座　名�
紙 人 形 　 ①�
絵 　 画 　 ①�
茶 　 道 　 ①�
焼 　 物 　 ①�
　　謡�
紙 人 形 　 ②�
絵 　 画 　 ②�
茶 　 道 　 ②�
焼 　 物 　 ②�
民 　 踊 　 ①�
書 　 道 　 ①�
焼 　 物 　 ③�
リボンフラワ－�
民 　 踊 　 ②�
書 　 道 　 ②�
焼 　 物 　 ④�
編 み 物 　 　�
盆 　 栽 　 ①�
籐 工 芸 　 　�
茶 　 道 　 ③�
詩 　 吟 　 ①�
焼 　 物 　 ⑤�
盆 　 栽 　 ②�
詩 　 吟 　 ②�
書 　 道 　 ③�
俳 　 句 　 ①�
俳 　 句 　 ②�

会 　 場�
勤労青少年ホーム�
中 央 公 民 館�

〃�
〃�
〃�

勤労青少年ホーム�
中 央 公 民 館�

〃�
〃�

厚 生 会 館�
中 央 公 民 館�

〃�
〃�

厚 生 会 館�
中 央 公 民 館�

〃�
〃�

勤労青少年ホーム�
〃�

中 央 公 民 館�
〃�

サンライフ長岡�
勤労青少年ホーム�
中 央 公 民 館�
中 央 公 民 館�

〃�
〃�

時　　間�定 員�
40�
45�
40�
40�
30�
40�
45�
40�
40�

400�
100�
40�
45�

400�
100�
40�
75�
80�
30�
40�
50�
40�
80�
50�

100�
55�
55

月�

火�

木�

金�

１０：００�
�

１２：００�
〜�

１０：００�
�

１２：００�
〜�

１３：３０�
�

１５：３０�
〜�

１０：００�
�

１２：００�
〜�

１３：３０�
�

１５：３０�
〜�

13：30～15：30

10：00～12：00

13：30～15：30

▲クライド・ウ
ィリアムスさん

催 し�
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

†
DE.

V
T
W
Q

●
「
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
」
加
工

●
東
山
ふ
る
さ
と
体
験
農
園

参
加
者
募
集

中
央
図
書
館
†
DC.

Q
W
V
Y

●
読
者
の
つ
ど
い

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
DE.

R
T
Q
V

●
子
ど
も
映
画
劇
場

●
親
子
七
宝
焼
き
の
つ
ど
い

公
園
緑
地
課
†
DJ.

S
S
T
Q

●
花
と
緑
の
教
室

●
農
園
利
用
者
募
集

中
央
公
民
館
†
DC.

Q
U
T
X

●
学
ん
で
マ
ナ
ー

日
時�

内
　
　
　
容�

2/28�
d

３/７�
d

14�
d

21�
d

「
暮
ら
し
の
マ
ナ
ー
」�

訪
問
と
お
も
て
な
し�

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」�

応
接
の
マ
ナ
ー�

「
世
界
の
習
慣
」�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、カ
ナ
ダ
の
場
合�

「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
」�

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
食
べ
よ
う
！�

●
日
赤
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

福
祉
総
務
課
†
DJ.

S
S
R
X

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
建
築
と
都
市
を
考
え
る
会
作
品
展
　

私
た
ち
が
考
え
る
住
ま
い
像
（
無
料
）

■
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

１
Ｄ
ａ
ｙ
体
験
セ
ミ
ナ
ー

■
講
演
会
「
じ
ょ
う
ぶ
な
体
は
ご
は
ん
　

か
ら
」（
無
料
）

■
親
業
訓
練
一
般
講
座

■
院
外
子
ど
も
相
談
と
講
演
会
（
無
料
）

■
小
川
流
煎
茶
（
長
楽
会
）
会
員
募
集

■
長
岡
た
の
し
い
授
業
サ
ー
ク
ル

■
長
岡
・
小
千
谷
地
区
合
同
就
職
面
接
会

■
全
国
水
墨
画
会
長
岡
支
部
会
員
展

人口と世帯数 住民基本台帳登録数13.１.１（前月比）

191,396人 94,091人 97,305人 64,950世帯
（＋78） （＋32）（＋36）（＋42）

しょうへい



日
時
＝
２
月
17
日
g
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
　
会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
20

人
　
申
し
込
み
＝
２
月
７
日
d
〜
16
日
f

に
教
育
セ
ン
タ
ー
内
・
長
岡
地
域
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
1
33
・
２
０
２
２

へ①
市
民
山
岳
ス
キ
ー
講
習
会

コ
ー
ス
と
会
場
＝
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
…
市
営

ス
キ
ー
場
、
Ｃ
コ
ー
ス
…
三
の
峠

期
日

＝
Ａ
…
２
月
11
日
-
、
Ｂ
…
２
月
18
日
a
、

Ｃ
…
３
月
４
日
a

時
間
＝
午
前
８
時
30

分
か
ら
　
参
加
料
＝
Ａ
・
Ｂ
…
１
、０
０
０

円
、
Ｃ
…
１
、５
０
０
円
　
集
合
＝
市
営
ス

キ
ー
場
第
１
ロ
ッ
ジ
　
持
ち
物
＝
ス
キ
ー

用
具
、
昼
食
、
水
筒
、
ス
キ
ー
シ
ー
ル
（
貸

し
出
し
可
）、
防
寒
具
、
雨
具
、
サ
ブ
ザ
ッ

ク
　
指
導
者
＝
長
岡
ス
キ
ー
協
会
山
岳
ス

キ
ー
部
　
申
し
込
み
＝
Ａ
…
２
月
７
日
d
、

Ｂ
…
２
月
14
日
d
、
Ｃ
…
２
月
28
日
d
ま

で
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
料
を
添
え
て
市
民
体

育
館
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
渡
辺
鉄
男
さ
ん

1
32
・
２
８
２
８

②
苗
場
山
市
民
ス
キ
ー
登
山

期
日
＝
３
月
10
日
g
〜
11
日
a
（
１
泊
２

日
）

参
加
料
＝
１
５
、０
０
０
円
　
対
象

＝
ス
キ
ー
技
術
が
中
級
以
上
の
人
（
確
実

な
ボ
ー
ゲ
ン
と
斜
滑
降
を
要
す
）

集
合

＝
市
民
体
育
館
駐
車
場
　
定
員
＝
30
人
　

申
し
込
み
＝
２
月
28
日
d
ま
で
に
参
加
料

を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
（
３
月
５
日
b

午
後
６
時
30
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
説
明

会
を
開
催
）

問
い
合
わ
せ
＝
渡
辺
鉄
男

さ
ん
1
32
・
２
８
２
８

③
南
蛮
山
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

日
時
＝
２
月
25
日
a
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
　
集
合
＝
長
岡
農
業
高
校
鷺
巣
農
場
前

参
加
料
＝
５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
２
月

19
日
b
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
　
問
い
合

わ
せ
＝
野
口
勇
さ
ん
1
32
・
８
９
０
６
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■無料レッスン＆デモンストレーション
長岡スキー学校のスタッフによるレッスンとデモンストレー
ションです。
レッスン＝午前10時～正午、午後１時30分～３時30分
申し込み＝当日会場で

■イベントタイム 午後１時から
①各種ゲーム②お楽しみ抽選会

■ナイターリフト無料開放 午後５時から

■タイマツ滑降＆雪上花火大会 午後６時から
長岡スキー協会員と一般参加者、総勢１００人によるタイマ

ツ滑降（中級以上のスキーヤーの飛び入りも大歓迎）。
リフトのいすに電飾を取り付け、ゲレンデにはバルーンラ
イトが出現。また、大スターマインなどの雪上花火で幻想的
な冬の夜空とゲレンデを楽しむことができます。

■あたたかい飲み物無料サービス 午後６時から

■スーパードッグス・アトラクション
午後１時から

雪上フライボールや犬ぞり体験など

●24日のリフト運転時間
第１ペアリフト…９：00～16：50
第２ペアリフト…９：00～18：00

19：30～21：00
第３・５リフト…９：00～17：00

●市営スキー場行きバス
（長岡駅東口６番線発着）

〔長岡駅発～市営スキー場着〕
８：20～８：38 ８：50～９：08 10：10～10：28

〔市営スキー場発～長岡駅着〕
11：50～12：08 15：53～16：11 17：15～17：33

※積雪や天候の状況により変更や中止の場合があります。

問い合わせ＝市営スキー場†３４・２２２５

～日ごろの感謝をこめて～
長岡市営スキー場 期日＝２月２４日Gファミリースキーカーニバル

＜ゲレンデ＞
●雪上車試乗体験（無料）
●スノーモービルそり体験 参加料＝２００円
●スノーモービル試乗体験 参加料＝２００円
●かんじきタイムラリー、雪玉ストラックアウトゲーム、
雪玉遠投ゲームほか

●スキー教室
日時＝２月４日a、10日g、11日-、12日0、24日g、25日a

午前10時30分から、午後１時30分から
参加料＝１，５００円　定員＝各50人　申し込み＝電話で

●歩くスキー教室（無料）
日時＝２月４日a、11日-午前10時30

分から　
定員＝各30人　申し込み＝電話で

＜特設飲食コーナー＞
もちつき体験会やおしるこ、とん汁などをご用意しています。

＜暖の館＞
●春の花々先取り展 期間＝２月28日dまで
●特設フワフワコーナー 期間＝２月28日dまで
●わら細工展示と教室

◆「にんげんそり２００１」越後丘陵公園杯
参加者募集
そりを使わずに体をそりにして滑り、タイムと芸術点を競
います。オリジナリティのある仮装やパフォーマンスをお待
ちしています。
日時＝２月12日0午前11時30分～午後２時
１チーム＝２人以上　参加料＝１人２００円（保険料含む）
申し込み＝Global Project1３３・９０１８、FAX３３・９０１３

問い合わせ＝越後公園管理センター†４７・８００１

国営越後丘陵公園
期間＝２月１０日G～１２日)

時間＝午前９時３０分～午後４時３０分ウィンターフェア２００１

▲ころりん

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会
（
無
料
）

■
ス
キ
ー
協
会
の
催
し

◆
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ
ジ
オ
「
長
岡
市
だ
よ
り
」
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午
後
２
時
35
分
か
ら
２
分
間

▲お楽しみ抽選会もあるよ！
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長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

■ながおか１００だるま大会 17日G・18日A
大賞作品には10万円相当の旅行券を進呈（ファミリー・子
ども会部門は２作品に５万円相当の旅行券）。
日時＝①一般・企業部門…17日g午前10時～午後２時

②ファミリー・子ども会部門
…18日a午前10時～午後２時

申し込み＝１チーム３人以上で、２
月８日eまでに長岡観光・コ
ンベンション協会内ながおか
１００だるま大会実行委員会1
３２・１１８７、FAX３１・１７７７へ

■ファイバークラフトを使った
雪あかりづくり体験（無料） 17日G・18日A

日時＝17日g午後１時～３時、18日a午前10時～午後１時
定員＝各親子50組（当日先着順に受け付け）

■雪・火　フェスティバルin長岡Ⅷ　17日G
夜空に明るく照らし出す雪あかり、炎、雪上花火をお楽し

みください。
時間＝午後５時30分から

■越後長岡ゆきがっせん大会　18日A
１位には５万円分の商品券を進呈。２～４位には賞品、そ

のほか参加賞あり。
応募＝１チーム９人以内（７人制）
時間＝午前９時から
部門＝かえる部門（小学生）、 へ

びぃ部門（中学生～大人）
参加料＝１チーム１，５００円（保険

料等）
申し込み＝チーム名、人数、代表

者氏名、連絡先、参加部門
を記入し、２月10日gまでに〒９４０－００６５坂之上町２
の１の１長岡商工会議所へ郵送またはFAX３４・４５００

組み合わせ抽選会を、２月15日e午後７時から中央公民館
で行います。

■雪しかステージ 17日G午後１時30分～５時45分
18日A午前10時～午後４時

★悠久太鼓・パフォーマンスショー・チャリティオーク
ション
★雪しかカラオケ大会　18日（日）
時間＝正午～午後２時
申し込み＝長岡商工会議所1３２・４５００、ＢＳＮ長岡支社1

３５・７５３１
★越後ながおかミス雪娘コンテスト　18日（日）
ミス雪娘には10万円相当の旅行券を進呈。
時間＝午後１時から
申し込み＝２月９日fまでに、長岡商工会議所1３２・４５００、

またはアクターズ・プロ1３７・２５３４へ

■食楽座・物産コーナー　
17日G午前10時～午後６時
18日A午前10時～午後４時

温かい飲み物、軽食のほか、特産品の販売などを行います。
会場＝ハイブ長岡大展示ホール

■わんぱく広場　17日G午後２時～５時
18日A午前10時～午後４時

ジャンボ・スノー滑り台、雪上人間カーリング、親子ゆき
あそびコーナー、雪壁登り、雪上ペットボトルロケット大会、
雪しかキーホルダーづくり、ＪＣコーナーなど楽しいアトラ
クションが盛りだくさん。

■長岡雪しか祭り写真コンテスト
応募方法＝２Ｌ判以上４ツ切までのプリントの裏に、必要事

項を記入した応募票をはって、３月２日fまでに〒
９４０－００６６東坂之上町１の２の６長岡観光・コンベン
ション協会1３２・１１８７へ　

なお、応募作品は返却しません。

■新世紀記念イベント 18日A午後３時から
★「Ｄｒｅａｍ　Ｓｐｅｅｃｈ 21世紀」
～60秒の夢主張コンテスト～
次の中からテーマを１つ選び、あなたの夢を思いっきり

語ってください。森市長もゲストで参加します。
夢の大賞に５万円分、長岡市長賞に３万円分、優秀賞に１

万円分の商品券と、上記以外の全員に参加賞として２，０００円
分の商品券を進呈します。
テーマ＝①21世紀の夢②わたしの大切なもの③こんな長岡大

好き　
申し込み＝主張の要旨を２００字以内にまとめ、郵便番号、住

所、氏名、ふりがな、年齢、性別を記入し、２月10日
gまでに〒９４０－００６５坂之上町２の１の１長岡商工会
議所へ郵送またはFAX３４・４５００

応募者の中から、小、中、高校生、一般（20歳未満）、20歳
代～60歳代以上の９世代各３人ずつ、当日の参加者を審査の
上決定し、連絡します。

★空から餅まき

■雪しか市　17日G午後２時～５時
18日A午前10時～午後４時

このほかにも体験ヘリコプターなど楽し
いイベントが盛りだくさんです。みなさん、
おそろいでお越しください。

※積雪や天候の状況により内容を変更する
場合があります。また、会場の駐車台数に
は限りがありますので、路線バス（循環バ
ス）をご利用ください。

問い合わせ＝長岡雪しか祭り実行委員会事務局（長岡商工会議所内†３２・４５００、市役所観光課内†３９・２２２１）
雪しか祭りホームページ（２月18日Aまで）＝http://www5.ocn.ne.jp/̃nkodomo/

期日＝２月１７日G・１８日A
会場＝ハイブ長岡周辺

▲かわいい雪だるまを作ろう！

▲昨年の雪しか祭りで

▲楽しさいっぱい！

陷�焔
えん

もち



日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
本

多
竹
雄
さ
ん

参
加
料
＝
入
会
時
３
、０
０

０
円
、
月
２
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
は

が
き
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
〒
９
４

０
―
０
８
６
６
美
園
２
の
１
の
33
佐
田
昭

子
さ
ん
1
・
FAX
32
・
２
６
５
６
へ

体
を
動
か
し
て
楽
し
く
遊
び
、
親
子
で

ゆ
っ
た
り
向
き
合
う
時
間
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
会
場
は
お
も
に
四
郎
丸
公
民
館
で
す
。

①
親
子
リ
ズ
ム（
サ
ー
ク
ル
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
）

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
正

午
　
対
象
＝
１
歳
半
く
ら
い
〜
入
園
前
の

乳
幼
児
　
内
容
＝
リ
ズ
ム
体
操
、
集
団
遊

び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
　
参
加
料

＝
月
７
０
０
円

②
赤
ち
ゃ
ん
リ
ズ
ム（
サ
ー
ク
ル
ヤ
ン
チ
ャ

キ
ッ
ズ
）

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
正

午
　
対
象
＝
首
が
す
わ
っ
て
か
ら
１
歳
半

く
ら
い
ま
で
の
乳
児
　
内
容
＝
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
ゆ
さ
ぶ
り
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
　
参
加
料
＝
月
７
０
０
円
　

問
い
合
わ
せ
＝
新
婦
人
長
岡
支
部
・
田
口

さ
ん
1
34
・
７
６
３
５

日
時
＝
２
月
19
日
b
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
内
容
＝
精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一

般
相
談
（
予
約
制
）

会
場
・
申
し
込
み

＝
長
岡
保
健
所
1
33
・
４
９
３
１

日
時
＝
２
月
28
日
d
午
前
10
時
〜
正
午
　

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
３
歳
児

と
保
護
者
　
内
容
＝
臨
床
心
理
士
・
鈴
木

か
お
り
さ
ん
の
講
話
、
親
子
遊
び
　
持
ち

物
＝
内
履
き
　
定
員
＝
50
組
　
申
し
込
み

＝
２
月
13
日
c
か
ら
健
康
課
内
母
子
保
健

推
進
員
協
議
会
事
務
局
1
32
・
５
０
０
０

へ

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間
＝

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

実
施
時
間
・
会
場
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健

康
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
で

は
、
毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。

バ
ス
案
内
＝
長
岡
駅
大
手
口
６
番

タ
ー
ミ
ナ
ル
発
に
乗
車
し
、
三
ツ

郷
屋
停
留
所
下
車
、
長
岡
イ
ン
タ

ー
方
向
に
徒
歩
５
分
　
受
付
＝
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
成
分

献
血
は
1
29
・
２
３
５
０
に
予
約

必
要
）

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
36
年
４

月
２
日
〜
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
２
月
21
日
d
・
22
日
e
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
　
会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
血
圧

測
定
、
尿
、
肥
満
、
貧
血
、
高
脂

血
症
な
ど
の
検
査
　
申
し
込
み
＝

会
場
で

３
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
健
診
…

平
成
12
年
11
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
健
診
…
平
成
12
年
５
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち

物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）、
母

子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
赤
ち
ゃ

ん
の
尿
（
10
か
月
児
の
み
）

年
に
一
度
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し

ょ
う
。
市
内
の
医
療
機
関
（
子
宮

が
ん
検
診
は
産
婦
人
科
、
乳
が
ん

検
診
は
外
科
）
で
直
接
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間
＝
２
月
28
日
d
ま
で
　
対
象

＝
30
歳
以
上
（
昭
和
46
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性
で
、
平

成
12
年
４
月
以
降
検
診
を
受
け
て

い
な
い
人
　
内
容
＝
子
宮
が
ん
…

視
診
・
内
診
（
細
胞
診
）、乳
が
ん

…
視
診
・
触
診
　
料
金
＝
子
宮
頸

部
が
ん
１
、７
０
０
円
、子
宮
頸
・

体
部
が
ん
２
、５
０
０
円
、乳
が
ん

７
０
０
円
を
、
受
診
後
に
納
付
書

で
指
定
金
融
機
関
等
へ
納
め
て
く

だ
さ
い
。

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
う
食

事
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
23
日
f
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー
　
内
容
＝
栄
養
士
・
保
健

婦
に
よ
る
食
事
相
談
と
指
導

申

し
込
み
＝
前
日
ま
で

リ
ハ
ビ
リ
の
仕
方
や
寝
た
き
り

予
防
に
つ
い
て
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み

や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介
護
保
険

課
1
39
・
２
２
４
５
へ

肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
な
ど
の
食
事
、
か
ら
だ
や

心
の
心
配
ご
と
、
健
康
に
関
す
る

こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

1 5

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

会
員
募
集

足腰お達者クラブ
体力の低下が気になる人、脳卒中後遺症などで自主的
に訓練をしたい人などに訓練室を開放しています。看護
婦による健康チェックや、簡単な体操の紹介もします。
直接会場へどうぞ。
日時＝毎週水・土曜日午後１時～４時
会場＝高齢者センターみやうち（曲新町５６６の７）

問い合わせ　介護保険課13 9・2245

▲リハビリ教室で（１月10日・健
康センター）。みなさん、体を動か
して健康を保ちましょう！

健 康�
介
護
保
険
課
†
DJ.

S
S
U
V

●
足
腰
健
康
相
談
室

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

●
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

●
糖
尿
病
食
事
グ
ル
ー
プ
相
談

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

期
日�

相

談

内

容�

担

　
当�

リ
ハ
ビ
リ
や

介
護
上
の
悩

み
な
ど�

臨
床
心
理
士�

２／15�
e

リ
ハ
ビ
リ
や

運
動
の
仕
方

な
ど�

理
学
療
法
士�

22�
e

寝
た
き
り
痴

ほ
う
予
防
、健

康
管
理
な
ど�

保

健

婦�

３／１�
e

リ
ハ
ビ
リ
や

運
動
の
仕
方

な
ど�

理
学
療
法
士�

８�
e

�

健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
DC.

V
Q
Q
Q

　月曜日・木曜日�
　火曜日・金曜日�
　水曜日・土曜日�

　 ４日a・18日a�
　  11日-・25日a�
　  12日0

長 岡 赤 十 字 病 院（†２８・３６００）�
長岡中央綜合病院（†３５・３７００）�
立 川 綜 合 病 院（†３３・３１１１）�

立 川 綜 合 病 院（†３３・３１１１）�
長 岡 赤 十 字 病 院（†２８・３６００）�
長岡中央綜合病院（†３５・３７００）�

休日急患診療所�
†３５・８２５５�
休日急患歯科診療所
†３３・９６４４�

内科（小児科）�
外科�

診 療 科 目� 受　付　時　間�

歯　科�

午前９時～11時30分、午後１時～５時30分�

午前９時～11時30分、午後１時～３時30分�

診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用くだ
さい。
a 休日急患診療所（西千手２の５の１　健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診
療所へ。
s 夜間等の当番病院
①平日（１月～３月の当番）

②休日

2月の急患診療体制

期
日�

内
　
容�

担
　
　
当�

２／14�
d

栄
養
相
談�

栄
養
士�

保
健
婦�

28�
d

心
の
健
康�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

保
健
婦�

３／７�
d

栄
養
相
談�

栄
養
士�

保
健
婦�

期
日�

会
　
場�

時
　
　
　
間�

３／３�
g

10�
g

午
前
10
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

ジ
ャ
ス
コ�

　
長
岡
店�

ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
長
岡

わ
き
通
路�

午
前
10
時
〜�

　
　
　
11
時
30
分�

午
後
０
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
４
時�

■
親
子
・
赤
ち
ゃ
ん
リ
ズ
ム

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

■
母
と
子
の
つ
ど
い
（
無
料
）

け
い

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

い
ず
れ
も
入
場
無
料
で
す
。

〔
美
術
鑑
賞
講
座
〕
日
時
＝
３
月
３
日
g

午
後
２
時
か
ら
　
演
題
＝
「
コ
ロ
ー
と
バ

ル
ビ
ゾ
ン
派
」

講
師
＝
主
任
学
芸
員
・

平
石
昌
子
さ
ん
　
会
場
＝
講
堂

〔
ジ
ャ
ズ
・
イ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
！
〕

日
時
＝
３
月
４
日
a
午
後
１
時
、２
時
、３

時
か
ら
　
会
場
＝
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

日
時
＝
３
月
２
日
f
・
６
日
c
・
９
日
f

・
13
日
c
・
14
日
d
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
定
員
＝

45
人
　
参
加
料
＝
４
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
２
月
17
日
g
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
経

験
年
数
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
０
９

７
山
田
１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝
さ
ん
へ

（
多
数
の
場
合
抽
選
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

講
習
会
＝
①
木
曜
日
の
部
②
土
曜
日
の
部

時
間
＝
初
心
者
…
午
後
６
時
か
ら
、
中
級

者
…
午
後
７
時
30
分
か
ら
　
会
場
＝
長
岡

郵
便
局
３
階
体
育
館
　
募
集
人
数
＝
各
１

０
０
人
　
受
講
開
始
＝
３
月
の
第
１
週
か

ら

参
加
料
＝
月
１
、５
０
０
円
　
問
い
合

わ
せ
＝
本
多
さ
ん
1
33
・
７
４
９
３
　
　
　
　

日
時
＝
３
月
１
日
〜
６
月
28
日
の
毎
週
木

曜
日
①
午
後
７
時
か
ら
②
午
後
８
時
か
ら
、

３
月
５
日
〜
６
月
25
日
の
毎
週
月
曜
日
①

午
後
７
時
か
ら
②
午
後
８
時
か
ら
　
会
場

＝
厚
生
会
館
小
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
各
40
人

参
加
料
＝
５
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申

し
込
み
＝
長
岡
市
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
・

太
刀
川
浩
一
さ
ん
1
33
・
７
５
３
９
（
午

前
中
）

日
時
＝
３
月
１
日
〜
29
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
30

分
（
計
５
回
）

会
場
＝
市
民
体

育
館
会
議
室
　
内
容
＝
仲
間
づ
く

り
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
、

障
害
者
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

障
害
者
福
祉
を
取
り
巻
く
現
況
な

ど
実
技
と
講
義
　
対
象
＝
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
関
心
の
あ
る
高
校
生
以
上

の
人
　
定
員
＝
30
人
　
申
し
込
み

＝
２
月
23
日
f
ま
で

リ
オ
―
リ
ー
ド
ブ
ロ
ー
―
島
津
レ

コ
ー
ド
―
き
よ
志
（
食
事
）
―
一

進
堂

③
「
楽
」
コ
ー
ス

日
時
＝
３
月
14
日
d
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
　
コ
ー
ス
＝
シ
ョ
ッ
プ

イ
ン
大
手
集
合
（
午
前
９
時
50
分
）

―
フ
ラ
ワ
ー
清
水
―
東
急
観
光
―

ム
ラ
タ
洋
装
―
エ
レ
ガ
ン
ス
こ
ん

ど
う
―
土
田
電
化
―
斉
藤
尚
敏
―

小
嶋
屋
（
食
事
）

④
「
美
」
コ
ー
ス

日
時
＝
３
月
15
日
e
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
　
コ
ー
ス
＝
カ
ギ
ヨ
シ

前
集
合
（
午
前
９
時
50
分
）
―
カ

ギ
ヨ
シ
―
リ
ザ
―
フ
ジ
ヤ
マ
―
高

木
時
計
店
―
稲
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
―
蘇
州
（
食
事
）

⑤
「
食
」
コ
ー
ス

日
時
＝
３
月
17
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
　
コ
ー
ス
＝
サ
ト
ウ
酒

店
前
集
合
（
午
前
９
時
50
分
）
―

サ
ト
ウ
酒
店
―
鍋
忠
―
間
野
肉
店

―
ふ
じ
い
―
江
口
だ
ん
ご
―
オ
ン

ブ
レ
―
シ
ャ
ル
ラ
ン
（
食
事
）

※
お
店
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

農
産
物
の
有
機
認
証
、
改
正
Ｊ

Ａ
Ｓ
法
等
に
関
す
る
研
修
で
す
。

日
時
＝
２
月
13
日
c
午
後
６
時
〜

８
時
30
分
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル

長
岡
（
今
朝
白
２
）

対
象
＝
有

機
農
産
物
等
の
生
産
・
販
売
に
関

心
の
あ
る
人
　
講
師
＝
日
本
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
検
査
員
協
会
・
作
吉
む

つ
美
さ
ん
　
申
し
込
み
＝
前
日
ま

で
長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
一

緒
に
中
心
街
の
い
ろ
い
ろ
な
お
店

に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
＝
無
料
（
食
事
付
き
）

定
員
＝
各
コ
ー
ス
８
人
（
応
募
多

数
の
場
合
抽
選
）

申
し
込
み
＝

３
月
２
日
f
ま
で
に
電
話
で
、
長

岡
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
1

32
・
７
０
０
２
へ

①
「
悠
」
コ
ー
ス

日
時
＝
３
月
11
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
　
コ
ー
ス
＝
イ
チ
ム
ラ

美
容
室
前
集
合
（
午
前
９
時
50
分
）

―
イ
チ
ム
ラ
美
容
室
―
星
ご
ん
―

サ
ト
ウ
靴
店
―
小
松
屋
―
ミ
ウ
ラ

服
装
―
か
に
道
楽
（
食
事
）

②
「
ア
フ
タ
ー
５
」
コ
ー
ス

日
時
＝
３
月
13
日
c
午
後
６
時
〜

９
時
　
コ
ー
ス
＝
リ
ン
ダ
フ
ァ
ミ

リ
ア
ン
前
集
合
（
午
後
５
時
50
分
）

―
リ
ン
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
ン
―
パ
セ

日
時
＝
２
月
22
日
e
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第

２
小
ホ
ー
ル
　
テ
ー
マ
＝
「
お
魚

を
も
っ
と
食
卓
に
！
」

講
師
＝

県
漁
業
共
同
組
合
連
合
会
・
鈴
木

誠
さ
ん
　
定
員
＝
30
人
　

日
時
＝
３
月
12
日
b
午
前
９
時
〜

14
日
d
午
後
４
時
（
２
泊
３
日
）

会
場
＝
国
立
赤
城
青
年
の
家
（
群

馬
県
勢
多
郡
富
士
見
村
）

対
象

＝
市
内
在
住
ま
た
は
通
学
の
高
校

生
　
内
容
＝
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
作

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
老
人
福
祉
施

設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
　
定
員
＝
40
人

参
加
料
＝
７
、０
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
２
月
20
日
c
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
青
少
年
育
成
課
へ

事
前
説
明
会
を
中
央
公
民
館
で
、

３
月
４
日
a
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
に
行
い
ま
す
。
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青
少
年
育
成
課†

DC.

Q
V
Y
R

農
林
政
策
課
†
DJ.

S
S
S
U

商
業
振
興
課
†
DJ.

S
S
S
Y

福
祉
相
談
課
†
DJ.

S
S
R
Y

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

†
DC.

Q
Q
S
S

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

●
有
機
農
産
物
等
生
産
者
研
修
会

●
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

●
中
心
商
店
街

お
買
い
物
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

●
ハ
ン
デ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
（
無
料
）

▲昨年の研修会で

スポーツ�

中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
街
な

か
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
環
境
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
ま

ち
づ
く
り
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
参
画
と
協
働
に
よ
り
進
め
る
た

め
、
開
催
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in

長
岡
２
０
０
１

第
１
回
ご
み
減
量
講
座
（
無
料
）

そ
の
中
の
環
境
分
科
会
で
は

「
ご
み
の
減
量
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
時
＝
３
月
３
日
g
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

２
階
講
堂
　
テ
ー
マ
＝
「
ド
イ
ツ

に
お
け
る
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
」

講
師
＝
長
岡
市
議
会
議
員
・
家
老

洋
さ
ん
（
ド
イ
ツ
滞
在
８
年
）

申
し
込
み
＝
都
市
整
備
課
内
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
長
岡
２

０
０
１
実
行
委
員
会
事
務
局
1
39

・
２
２
２
６
へ
　

■
県
立
近
代
美
術
館（
1
28
・
４
１
１
１
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
市
民
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

■
坂
之
上
ダ
ン
ス
愛
好
会
会
員
募
集

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室
生
徒
募
集

マルチメディアセミナー（無料）
「21世紀　デジタル社会の未来」

入場整理券が必要です。
日時＝２月24日g午後２時～４時
会場＝リリックホール・シアター　定員＝４５０人　
内容＝漫画家・中尊寺ゆつこさんの講演
「21世紀デジタルギャル進化論」ほか

申し込み＝長岡地域マルチメディアフェスティバル実行委員会事務局
（長岡地域広域行政組合総務課）1３７・６０６７、FAX３７・６０６８へ

▲中尊寺ゆつこ
さん



採
用
予
定
日
＝
平
成
13
年
４
月
１
日

職

種
と
人
数
＝
調
理
員
１
人
　
受
験
資
格
＝

昭
和
36
年
４
月
２
日
〜
57
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人
で
、
調
理
師
の
免
許
を
有
す

る
人
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

試
験
日

＝
２
月
26
日
b

申
し
込
み
＝
２
月
５
日

b
〜
16
日
f
に
所
定
の
申
込
書
を
寺
泊
老

人
ホ
ー
ム
1
75
・
２
０
３
８
へ

日
時
＝
４
月
７
日
〜
９
月
29
日
の
毎
週
土

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
長

岡
看
護
福
祉
専
門
学
校
（
深
沢
町
）

定

員
＝
30
人

受
講
料
＝
参
加
費
２
０
、０
０

０
円
、
テ
キ
ス
ト
代
８
、５
０
０
円

申
し

込
み
＝
２
月
20
日
c
必
着
で
往
復
は
が
き

必
要
な
も
の
＝
対
象
者
の
年
齢
が

わ
か
る
介
護
保
険
証
等

交
付
場

所
＝
介
護
保
険
課
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
各
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
お
、
12
年
度
交
付
分
は
、
３

月
末
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1
39
・

２
２
４
５

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障

害
を
持
つ
児
童
（
20
歳
未
満
）
を

養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額
（
所
得
額
に
よ
る
制
限

あ
り
）
＝
１
級
（
重
度
）
…
５
１
、

５
５
０
円
、
２
級
（
中
度
）
…
３

４
、３
３
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
福

祉
相
談
課
1
39
・
２
２
１
８

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
税
課
1
39
・

２
２
１
２

期
日
＝
３
月
８
日
e
・
９
日
f
（
２

日
間
の
受
講
が
必
要
）

会
場
＝

市
立
劇
場
　
定
員
＝
90
人

テ
キ

ス
ト
代
＝
２
、７
０
０
円

申
し
込

み
＝
２
月
12
日
0
〜
３
月
５
日
b

ま
で
に
顔
写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３

b
、
最
近
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
）
１
枚
を
添
え
て
消
防
本

部
予
防
課
1
35
・
２
１
９
０
へ

対
象
者
＝
満
75
歳
以
上
の
人
　
助

成
金
額
＝
施
術
１
回
に
つ
き
１
、０

０
０
円
、
年
６
回
ま
で
　
申
請
に

場
所
＝
資
産
税
課
（
市
役
所
２
階
、

土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

用
意
す

る
も
の
＝
認
印
（
代
理
の
場
合
は
、

所
有
者
の
認
印
ま
た
は
委
任
状
と

代
理
人
の
認
印
）

問
い
合
わ
せ

＝
資
産
税
課
1
39
・
２
２
１
３

申
告
対
象
＝
平
成
12
年
１
月
１
日

〜
12
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

５
、０
０
０
g
以
上
の
土
地
を
取
得

し
た
人
（
法
人
も
含
む
）
た
だ
し
、

相
続
、
商
号
変
更
等
で
取
得
し
た

場
合
は
除
く
　
問
い
合
わ
せ
＝
資

産
税
課
1
39
・
２
２
１
３

平
成
12
年
中
に
支
払
っ
た
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
う
ち
、

次
の
利
用
料
は
所
得
税
や
市
・
県

民
税
の
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

①
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
短

期
入
所
療
養
介
護

②
①
と
合
わ
せ
て
利
用
す
る
、
訪

問
介
護
（
家
事
援
助
は
対
象
外
）、

訪
問
入
浴
、
通
所
介
護
、
短
期
入

所
生
活
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人

保
健
施
設
、
療
養
型
病
床
群
へ
の

入
所
、
入
院

な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

が
発
行
す
る
利
用
料
の
領
収
書
に

は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る

金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

今
年
度
の
市
・
県
民
税
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動

車
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
は
、
３
月
29
日
e
ま
で
に
、
ま

た
国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金

保
険
料
、
介
護
保
険
料
は
そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
限
ま
で
に
、
忘
れ
ず
に

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

市
税
等
の
納
付
に
は
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納

期
限
ご
と
に
金
融
機
関
へ
出
向
く

手
間
が
な
く
な
り
、
納
め
忘
れ
の

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
税
と
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
…
収
納
課
1
39
・

２
２
１
４
、
国
民
健
康
保
険
料
…

国
保
医
療
課
1
39
・
２
２
２
０
、

国
民
年
金
保
険
料
…
市
民
課
1
39
・

２
２
５
０
、
介
護
保
険
料
…
介
護

保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

平
成
13
年
度
は
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
の
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
土
地
の
評
価
額
を
修
正
し
た

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ご
自
分
の
資
産
内
容
を
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№33

問い合わせは消費生活センター†32・0022へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

レーザーポインターで目に障害！
子どもに遊ばせないように！！

子どもがレーザーポイン
ターで遊んでいて、レーザ
ー光線が目に当たって視力
が低下したり、網膜が損傷
して後遺症が残ったりした
という事例が全国で発生し
ています。
レーザーポインターは、

通常は講演会で指示棒の代わりに使われますが、最近はキ
ーホルダーやペン型のおもちゃとして、子どもがおこづか
いで買える１００円程度から売られています。
レーザー光線が３００メートル先に届く商品もあり、遊ん

でいる子どもが意図しなくても、人に当ってしまう可能性
もあります。
商品に危険性の表示がなく、危険性を知らずに遊んでい

て事故をおこすケースが多いと思われます。
昨年まで、長岡ではこの事例について消費生活センター

に相談はありませんが、子どもが欲しがったときは、その
危険性を親が教え、買い与えないよう、また子どもが買わ
ないよう注意してください。

くらし�

●
市
税
等
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は

３
月
１
日
　
〜
21
日

（木）

（水）

●
特
別
土
地
保
有
税
の

申
告
納
付
期
限
は

２
月
28
日
　
で
す

（水）

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
料
が
医
療
費
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す

●
防
火
管
理
講
習
（
甲
種
）

●
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

ご
存
じ
で
す
か

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
長
岡
栃
尾
三
古
立
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

職
員
募
集

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

ニ
オ
イ
ス
ミ
レ
は
数
多
い
ス
ミ

レ
の
仲
間
の
一
種
で
、
春
ま
た
は

秋
植
え
の
多
年
草
で
す
。

英
名
で
は
ス
イ
ー
ト
バ
イ
オ
レ

ッ
ト
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
切
り

花
と
し
て
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、

栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ニ
オ
イ
ス
ミ
レ
は
寒
さ
に
強
く
、

ま
だ
雪
の
残
る
早
春
か
ら
紫
色
の

可
憐
な
花
を
次
々
と
咲
か
せ
ま
す
。

そ
の
上
品
な
香
り
か
ら
香
料
の
原

料
に
さ
れ
た
り
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
（
洋

服
に
つ
け
る
花
飾
り
）
に
さ
れ
た

り
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
花
を

ワ
イ
ン
に
入
れ
て
フ
ラ
ワ
ー
酒
と

し
て
楽
し
ん
だ
り
、
サ
ラ
ダ
や
砂

糖
漬
け
に
も
使
わ
れ
た
り
し
ま
し

た
。近

年
は
、
香
り
や
花
色
な
ど
を

改
良
し
た
品
種
が
輸
入
さ
れ
、
人

気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
育
て
る
場
所
）
寒
さ
に
強
く
丈

夫
で
す
。
日
当
た
り
が
よ
く
、
乾

燥
し
な
い
所
な
ら
土
質
は
選
び
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
高
温
多
湿
を
嫌

う
の
で
、
夏
季
は
木
漏
れ
日
の
当

た
る
よ
う
な
所
や
寒
冷
紗
な
ど
で

半
日
陰
を
つ
く
り
、
風
通
し
の
良

い
場
所
で
育
て
ま
す
。

冬
季
の
鉢
物
は
、
屋
内
の
日
当

た
り
の
よ
い
窓
辺
な
ど
に
置
け
ば

冬
で
も
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
さ
し
芽
で
ふ
や
す
）
春
に
本
葉

を
４
、
５
枚
つ
け
て
節
の
下
で
切

り
ま
す
。
水
あ
げ
し
た
後
、
発
根

ホ
ル
モ
ン
剤
を
つ
け
て
、
平
鉢
や

育
苗
箱
な
ど
に
赤
玉
土
や
山
砂
な

ど
を
入
れ
湿
ら
せ
た
所
に
挿
し
、

半
日
陰
の
場
所
に
置
き
ま
す
。

１
カ
月
半
ほ
ど
で
発
根
す
る
の

で
、
こ
れ
を
小
鉢
に
１
本
ず
つ
移

植
し
て
育
て
ま
す
。
定
植
は
秋
に

し
ま
し
ょ
う
。

（
植
え
替
え
）
大
株
に
な
る
と
風

通
し
が
悪
く
な
っ
て
腐
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
２
年
経
っ
た
ら
必

ず
株
分
け
や
植
え
替
え
を
し
て
や

り
ま
し
ょ
う
。
時
期
は
５
月
か
９

月
下
旬
こ
ろ
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

鉢
植
え
は
毎
年
、
植
え
替
え
て
や

り
ま
す
。

（
水
や
り
）
過
湿
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、
夏
の
乾

燥
期
に
は
、
株
が
乾
か
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
チ
ッ
ソ
分
の
少
な
い
緩

効
性
の
化
成
肥
料
を
小
さ
じ
１
杯

ほ
ど
、
株
元
か
ら
離
し
て
与
え
ま

す
。
肥
料
が
多
す
ぎ
る
と
葉
が
茂

り
す
ぎ
て
、
花
つ
き
が
悪
く
な
り

ま
す
。

ス
ミ
レ
は
他
の
株
の
花
粉
を
昆

虫
が
運
ん
で
く
れ
る
虫
媒
花
で
す
。

春
に
開
花
し
、
昆
虫
に
よ
っ
て
他

家
受
粉
を
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
で
で
き
る

種
子
は
少
な
い
た
め
、
花
び
ら
が

な
く
目
立
た
な
い
閉
鎖
花
を
秋
に

つ
け
ま
す
。
こ
の
中
に
は
雄
し
べ

と
雌
し
べ
が
つ
い
て
い
て
、
開
か

な
い
花
の
中
で
自
家
受
粉
す
る
の

で
多
量
に
種
子
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
種
子

は
、
花
か
ら
弾
き
飛
ば
さ
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
草
丈
は

わ
ず
か
10
㎝
ほ
ど
で
す
が
、
驚
く

こ
と
に
種
子
を
２
ｍ
近
く
も
飛
ば

す
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
種
子
に
は
脂
肪

分
を
含
ん
だ
コ
ブ
が
つ
い
て
い
て
、

ア
リ
が
こ
の
コ
ブ
を
好
み
、
巣
へ

運
ぼ
う
と
し
ま
す
。
す
る
と
コ
ブ

が
途
中
で
取
れ
、
種
子
は
そ
の
場

に
放
棄
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

方
法
で
花
か
ら
さ
ら
に
離
れ
た
場

所
ま
で
種
子
が
運
ば
れ
る
の
で
す
。

可
憐
で
弱
く
見
え
る
ス
ミ
レ
に

も
意
外
な
ほ
ど
の
た
く
ま
し
さ
が

あ
り
、
子
孫
の
繁
栄
に
努
力
し
て

い
る
姿
を
垣
間
見
る
思
い
が
し
ま

す
。

※
花
言
葉
は
謙
譲
で
す
。

日
本
で
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
近
く
に
な
る
と
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ロ
ー
マ

時
代
か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
ニ
オ
イ
ス
ミ
レ
を
、
花
束
と

し
て
贈
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

今
月
は
そ
の
ニ
オ
イ
ス
ミ
レ
の
紹
介
で
す
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
ニ
オ
イ
ス
ミ
レ

可
憐
な
ス
ミ
レ
の

た
く
ま
し
さ
ご
存
じ
？
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この審議会では、良好な環境を保全・創造し、
将来に引き継ぐため、長岡市の環境全般につい
て審議します。

〔募集人数〕３人（公募以外の委員は12人）
〔応募資格〕
市内に居住する20歳以上の人で、長岡市の環
境行政に協力できる人
〔任期〕平成13年４月１日～平成15年３月31日
〔会議〕１年に２回程度
〔報酬〕会議１回につき９，１００円（税込み）
〔応募方法〕
住所、氏名、年齢、職業、電話番号、志望の
動機と環境についての意見（８００字程度）を
明記して、封書、ファクスまたはＥメールで
応募してください。
〔応募期限〕２月28日d（必着）
〔申し込み・問い合わせ〕
〒940－0015 寿３の６の１環境部環境政策課
1２４・０５２８、FAX２４・６５５３、
Ｅメールkankyo@city.nagaoka.niigata.jp

長岡市環境審議会の
委員を募集します

夏休みを利用してフォートワース市でホーム
ステイや異文化体験をしてみませんか。２月初
旬に各高校へ募集要項を配布します。また、プ
ログラムの説明会を下記のとおり行います。
日時＝２月10日g午前10時から
会場＝中央図書館２階講堂
内容＝昨年の参加者の体験談、質疑応答など

各プログラムとも参加費のほかに、食費など
の自己負担金が必要。引率教師は退職者も可。
申し込み＝高校生は２月26日b、引率教師は２
月23日fまでに国際文化課内7長岡市国際交流
協会事務局1３９・２２０７へ

姉妹都市フォートワース
派遣高校生・引率教師募集

プログラム名� 期　間� 定　員� 参加費�
（生徒のみ）�

インターナショナ�
ルリーダーシップ�
アカデミー　　　�

原信サマー　�
スカラシップ�

７月14日g
�

７月30日b�
（17日間）�

高校生 20人�
引率教師　３人�

高校生８人�
引率教師　２人�

〜�

７月14日g
�

７月23日b�
（10日間）�

〜�

10万円�
（予定）�

無料�

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

▲ニオイスミレ

交通災害共済に加入しましょう

交通災害共済は県内１１１市町村で運営する助け合いの制度で
す。会費は年間５００円です。
３月に町内会を通じて加入の申し込みを取りまとめます。ま

た、今月から直接金融機関で申し込むこともできます。

問い合わせ　防災課1３９・２２０６

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修

（
２
級
課
程
）
受
講
者
募
集

の
往
信
の
裏
に
「
訪
問
介
護
員
養
成
研
修

２
級
課
程
受
講
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
２

１
３
５
深
沢
町
２
２
７
８
の
８
長
岡
医
療

と
福
祉
の
里
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
1
47
・

２
２
３
３
へ
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

日
時
＝
２
月
25
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
　
会
場
＝
県
立
療
養
所
悠
久
荘
講
堂

対
象
＝
家
族
の
飲
酒
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
　
参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
昼
食
つ
き
）

内
容
＝
講
義
、
体
験
発
表
な
ど

申
し
込

み
＝
２
月
15
日
e
ま
で
に
悠
久
荘
心
理
室

1
24
・
３
９
３
０
へ

■
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

家
族
教
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

し
ゃ

か
　
れ
ん

ち
ゅ
う
ば
い

か

た

か

じ

か



②
化
学
合
成
資
材
を
使
用
し
な
い

栽
培
方
法
（
特
別
調
整
水
稲
Ⅱ
型
、

実
施
面
積
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
を
生

産
調
整
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）
を
行

お
う
と
す
る
人
は
、
２
月
28
日
d

ま
で
に
農
協
の
各
支
店
へ
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課
1
39

・
２
２
２
３

関
心
の
あ
る
こ
と
を
一
言
書
い
て
、

〒
９
４
０
―
０
０
６
２
大
手
通
１

の
４
の
10
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1

32
・
０
０
２
２
へ
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
）

米
の
生
産
調
整
方
法
と
し
て
、

①
直
播
栽
培
（
特
別
調
整
水
稲
Ⅰ

型
、
実
施
面
積
の
15
パ
ー
セ
ン
ト

を
生
産
調
整
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）

募
集
し
ま
す
。
男
性
・
女
性
を
問

い
ま
せ
ん
。

仕
事
の
内
容
＝
①
価
格
調
査
（
月

１
回
）
②
会
議
、
講
座
へ
の
出
席

（
平
日
の
昼
間
開
催
）
③
情
報
提

供
ほ
か
　
応
募
資
格
＝
市
内
在
住

の
20
歳
以
上
の
人
　
任
期
＝
４
月

〜
来
年
３
月
　
募
集
人
数
＝
20
人

謝
礼
＝
年
額
１
２
、０
０
０
円
（
予

定
）
応
募
方
法
＝
２
月
16
日
f
必

着
で
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
、
消
費
者
と
し
て
一
番

1 9

10
～２月・３月の講座のご案内～

県立歴史博物館で2月～3月に開催する講座をご案内します。
どうぞご参加ください。

「雪道具を使おう（小中学生向け）」�
　コシキやカンジキなどを実際に使用し�
て昔の生活を体験します。�

「歴史ゼミナール３」�
　人骨から読みとれる情報を骨格標本か
ら学びます。�

「北越雪譜の世界を探る」�
　鈴木牧之の故郷を訪ね、縮みの雪さらし
体験などにより雪国の生活を体感します。�

「江戸時代の情報伝達」�
　『柏崎日記』等から柏崎・伊勢桑名間
で取り交わされた情報の内容を探ります。�

「縄文土器研究２」�
　縄文土器の科学研究を、三内丸山遺跡
等の事例から紹介します。�

２月12日0�
午後２時～４時�

40 人�
500円�

往　　復�
は が き�

は が き�
または�
ファクス�

は が き�
または�
ファクス�

30 人
無 料�

50 人
無 料�

40 人
無 料�

２月24日g�
午後２時～４時�

３月４日a�
午前８時30分
～午後５時�

３月10日g�
午後２時～４時�

３月17日g�
午後２時～４時�

申込方法�日　　　時� 定　員�
参加料�

講　　　座　　　名�
内　　　　　　　容�

「申し込み」方法に従って、希望講座名・氏名・電話番号・住所・性別
・年齢を明記し、申し込んでください。
問い合わせ＝県立歴史博物館

〒940－2035 長岡市関原町１丁目字権現堂
†４７・６１３５　FAX４７・６１３６
http://www.nbz.or.jp

●
水
稲
作
付
農
業
者
の

み
な
さ
ん
へ

入
、
金
額
は
左
記
の
費
用
②
参
照
）

を
添
え
て
搬
入
す
る
。

◆
指
定
引
き
取
り
場
所
（
製
造

メ
ー
カ
ー
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
の

場
所
に
な
り
ま
す
）

・
松
下
電
器
、
東
芝
の
製
品
は
…

㈱
豊
和
商
事
長
岡
営
業
所
（
新
組

町
２
４
７
４
の
１
、
1
24
・
６
３

２
２
）
へ

・
日
立
、
三
菱
、
サ
ン
ヨ
ー
、

シ
ャ
ー
プ
、
ソ
ニ
ー
の
製
品
は
…

日
本
通
運
㈱
長
岡
支
店
（
要
町
１

の
４
の
44
、
1
36
・
４
４
０
０
）

へ
そ
の
他
の
メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

は
、
環
境
業
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
費
用
は
、

廃
棄
す
る
人
が
負
担
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
が
負
担
す
る
の
は
次
の
費

用
で
す
。

①
家
電
小
売
店
、
許
可
業
者
の
収

集
・
運
搬
料
金

料
金
は
各
家
電
小
売
店
、
許
可

業
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
カ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

・
テ
レ
ビ
　
…
２
、７
０
０
円

・
冷
蔵
庫
　
…
４
、６
０
０
円

・
洗
濯
機
　
…
２
、４
０
０
円

・
エ
ア
コ
ン
…
３
、５
０
０
円

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
環
境
業
務
課

1
24
・
２
８
３
７
へ
ど
う
ぞ
。

４
月
１
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
今
ま
で
粗
大
ご
み
で
収
集

し
て
い
た
電
気
製
品
の
う
ち
、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア

コ
ン
の
家
電
４
製
品
の
廃
棄
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ら
の
４

品
目
は
市
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

廃
棄
す
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

エ
ア
コ
ン
を
廃
棄
す
る
時
は
、
次

の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

①
家
電
小
売
店
に
依
頼
す
る
方
法

製
品
を
買
っ
た
店
や
買
い
替
え

を
す
る
店
に
、
収
集
・
運
搬
料
金

と
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
添
え
て
処

理
を
依
頼
す
る
。

②
市
の
許
可
業
者
に
依
頼
す
る
方

法
次
の
許
可
業
者
に
連
絡
し
、
収

集
・
運
搬
料
金
と
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
添
え
て
処
理
を
依
頼
す
る
。

◆
許
可
業
者

・
加
藤
産
業
1
27
・
６
７
７
０

・
花
園
サ
ー
ビ
ス

1
29
・
１
１
２
２

・
丸
　
共
　
1
24
・
０
７
０
０

・
み
つ
わ
　
1
35
・
７
３
６
２

③
自
分
で
搬
入
す
る
方
法

自
分
で
、
指
定
引
き
取
り
場
所

に
リ
サ
イ
ク
ル
券
（
郵
便
局
で
購

●
廃

棄

方

法

●
費
　
用

家
電
4
製
品
は
、4
月
1
日
か
ら�

市
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
！�

◆
長
岡
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
長
岡
市
の
お
知
ら
せ
」
毎
週
月
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
４
分
間
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児
童
扶
養
手
当
は
、
主
に
母
子

家
庭
（
父
が
重
度
障
害
者
の
場
合

を
含
む
）
等
の
母
な
ど
が
請
求
で

き
る
手
当
で
す
。
た
だ
し
、
受
給

要
件
に
該
当
し
て
か
ら
５
年
間
を

経
過
し
た
場
合
は
、
請
求
す
る
権

利
が
な
く
な
り
ま
す
（
昭
和
60
年

７
月
31
日
以
前
に
受
給
資
格
が
生

じ
て
い
る
人
は
、
５
年
間
経
過
し

て
い
て
も
請
求
で
き
ま
す
）。

対
象
＝
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
児
童
（
障
害
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て

い
る
母
ま
た
は
養
育
者
で
、
母
子

と
も
に
公
的
年
金
給
付
、
遺
族
保

障
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
人
①
父

母
が
離
婚
②
父
が
死
亡
③
父
が
重

度
の
障
害
者
④
父
が
生
死
不
明
⑤

父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
⑥
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
⑦
母
が
未
婚
で
出
生

手
当

月
額
（
所
得
額
に
よ
る
制
限
あ
り
）

＝
児
童
１
人
…
４
２
、３
７
０
円
ま

た
は
２
８
、３
５
０
円
、
児
童
２
人

…
４
７
、３
７
０
円
ま
た
は
３
３
、３

５
０
円
、
３
人
目
か
ら
は
児
童
１

人
に
つ
き
３
、０
０
０
円
加
算

問

い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談
課
1
39
・

２
２
１
８

消
費
者
の
立
場
か
ら
、
生
活
用

品
の
価
格
を
調
査
し
た
り
、
情
報

提
供
し
て
い
た
だ
く
モ
ニ
タ
ー
を

●
児
童
扶
養
手
当
の
請
求
は

お
早
め
に

手話通訳者をご利用ください
福祉相談課（市役所１階）には手話通訳者がいます。市

役所での各種手続きなどの際にご利用ください。

利用時間＝毎週月～金曜日の午前９時30分～午後４時30分

問い合わせ　福祉相談課139・2218、FAX32・0160

採
用
さ
れ
た
場
合
、
社
会
保
険

等
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

募
集
人
数
＝
４
人
　
雇
用
期
間
＝

６
カ
月
　
職
務
内
容
＝
市
立
小
・

中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業
の

補
助
、
校
内
情
報
機
器
の
運
用
補

助
等
　
応
募
資
格
＝
昭
和
26
年
４

月
２
日
〜
56
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の

情
報
機
器
の
操
作
に
精
通
し
、
市

立
小
・
中
学
校
に
通
勤
可
能
な
人

報
酬
＝
月
額
13
万
円
程
度

勤
務

日
＝
月
〜
金
曜
日
（
１
日
６
時
間
）

試
験
日
＝
３
月
16
日
f

申
し
込

み
＝
３
月
２
日
f
ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
1
32
・
１
１
８
１
へ

問

い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
1
39
・

２
２
３
９

募
集
人
数
＝
１
人
　
雇
用
期
間
＝

４
月
〜
来
年
３
月
　
職
務
内
容
＝

市
民
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
講

習
の
指
導
補
助
等
　
応
募
資
格
＝

昭
和
26
年
４
月
２
日
〜
56
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
パ
ソ
コ

ン
等
の
情
報
機
器
の
操
作
に
精
通

し
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
人
　
報
酬
＝
月
額
13
万
円
程

度
　
勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

試
験
日

＝
２
月
21
日
d

申
し
込
み
＝
２

月
５
日
b
〜
16
日
f
に
生
涯
学
習

・
体
育
課
Ｉ
Ｔ
講
習
推
進
室
（
柳

原
分
庁
舎
４
階
）
1
32
・
０
６
７

２
へ

職
種
と
人
数
＝
施
設
管
理
職
員
６

人
程
度
　
募
集
施
設
＝
長
岡
ロ
ン

グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ
・
ま
き
や
ま
・

ふ
そ
き
・
み
や
う
ち

雇
用
期
間

＝
４
月
〜
来
年
３
月

職
務
内
容

＝
施
設
維
持
管
理
、
受
付
お
よ
び

使
用
料
徴
収
事
務
等
　
応
募
資
格

＝
昭
和
13
年
４
月
２
日
〜
21
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

賃
金
＝
日
額
６
、３
９
０
円
　
勤
務

時
間
＝
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
交

替
制
勤
務
　
試
験
日
＝
２
月
22
日

e

申
し
込
み
＝
２
月
５
日
b
〜

16
日
f
に
福
祉
総
務
課
1
39
・
２

２
１
７
へ

職
種
と
人
数
＝
施
設
管
理
職
員
若

干
名
　
募
集
施
設
＝
長
岡
駅
前
大

手
通
り
地
下
駐
車
場
、
エ
コ
ト
ピ

ア
寿
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
い
こ
い
の

広
場

雇
用
期
間
＝
４
月
〜
来
年

３
月
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
い
こ
い
の

広
場
は
11
月
ま
で
）

職
務
内
容

＝
施
設
維
持
管
理
、
受
付
お
よ
び

使
用
料
徴
収
事
務
等
　
応
募
資
格

＝
昭
和
13
年
４
月
２
日
〜
21
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

賃
金
＝

日
額
６
、６
５
０
円

勤
務
時
間
＝

土
・
日
・
祝
日
を
含
む
交
替
制
勤

務
　
試
験
日
＝
２
月
22
日
e

申

し
込
み
＝
２
月
５
日
b
〜
16
日
f

に
7
長
岡
市
企
業
公
社
（
市
役
所

幸
町
分
室
内
）
1
32
・
６
２
２
０

へ職
種
＝
①
管
理
職
員
②
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
員

募
集
人
数
＝
①
②
と
も
若
干
名

雇
用
期
間
＝
①
４
月
〜
来
年
３
月

（
一
部
は
11
月
ま
で
）
②
４
月
〜

来
年
３
月

職
務
内
容
＝
①
施
設

維
持
管
理
、
受
付
お
よ
び
使
用
料

徴
収
事
務
②
施
設
管
理
、
ス
ポ
ー

ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
、
各
種

事
業
計
画
の
策
定
等
　
応
募
資
格

＝
①
昭
和
13
年
４
月
２
日
〜
21
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
車
限

定
不
可
）
を
有
す
る
人
②
昭
和
41

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
ま

た
は
短
期
大
学
に
お
い
て
「
体
育
」

に
関
す
る
専
門
課
程
を
履
修
し
た

人
、
も
し
く
は
在
学
中
運
動
部
に

所
属
し
て
い
た
人
お
よ
び
社
会
体

育
の
専
修
学
校
専
門
課
程
（
人
事

院
が
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

の
受
験
資
格
と
し
て
認
め
た
も
の
）

を
卒
業
も
し
く
は
卒
業
見
込
み
の

人

賃
金
＝
①
日
額
６
、２
７
０
円

〜
６
、６
５
０
円
②
日
額
７
、８
７
０

円

勤
務
時
間
＝
①
②
と
も
土
・

日
・
祝
日
を
含
む
交
替
制
勤
務

試
験
日
＝
２
月
22
日
e

申
し
込

み
＝
２
月
６
日
c
〜
15
日
e
に
7

長
岡
市
体
育
協
会
事
務
局
（
市
民

体
育
館
内
）
1
34
・
２
７
０
０
へ

職
種
と
人
数
＝
施
設
管
理
職
員
１

人
　
勤
務
場
所
＝
市
立
劇
場

雇

用
期
間
＝
４
月
〜
来
年
３
月
（
勤
務

成
績
に
よ
り
更
新
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）
　
職
務
内
容
＝
施
設
の

維
持
管
理
、
受
付
、
運
営
に
関
す

る
業
務
　
応
募
資
格
＝
昭
和
47
年

４
月
２
日
〜
54
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
13
年
３
月
31

日
ま
で
に
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
で
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
人

報
酬
＝
月
額

17
万
円

勤
務
時
間
＝
土
・
日
・

祝
日
を
含
む
交
替
制
勤
務

申
し

込
み
＝
２
月
14
日
d
〜
20
日
c
ま

で
に
、
写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書

と
８
０
０
字
程
度
の
自
己
Ｐ
Ｒ
を
、

寺
島
町
３
１
５
7
長
岡
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
事
務
局
（
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
内
）
1
29
・
７
７
１
１
へ

本
人
が
直
接
持
参
（
土
・
日
曜
日

も
受
付
。
受
付
時
に
面
接
あ
り
）

●
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

●
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員

●
パ
ソ
コ
ン
指
導
員

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

●
（財）
長
岡
市
企
業
公
社

臨
時
職
員

●
（財）
長
岡
市
体
育
協
会

臨
時
職
員

●
（財）
長
岡
市
芸
術
文
化

振
興
財
団
臨
時
職
員

●
平
成
13
年
度

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

〜
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
声
を
〜


